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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 学習院 大学名 学習院大学 

研究プロジェクト名 効率的なエネルギー利用のための新規機能性材料の創製 

研究観点 研究拠点を形成する研究 
 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

環境に負荷をかけない持続可能な省エネルギー社会を実現することは、我が国にとって

重要な課題である。そのためには、化石資源からのエネルギーや再生可能エネルギーを低

コストで安定的に確保し効率的に利用するための基盤技術が必須である。エネルギーの生

産、輸送、消費の各々の局面において、エネルギーを異なる形態（電気、光、熱、化学エネル

ギーなど）の間で安全かつ効率的に変換するためには、飛躍的に高効率の新たな機能性材

料の開発が望まれる。   
 本研究の目的は、高効率エネルギー変換材料となる新規無機機能性物質（無機蛍光体、

熱電変換材料など）の創製、および、省エネルギー・省資源に資する新規有機合成法の開発

と新規機能性高分子（導電性ポリマーなど）の創製である。さらに、物質合成研究と並行し

て、これらの物質におけるエネルギー変換機構を解明し、より高度の機能を持つ物質を創製

するための基盤知識を蓄積する研究を推進する。これらの研究の密接な連携により、効率的

エネルギー利用の実現のために、格段に優れた機能性材料の創製を目指す。 
 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

平成 27 年度内にすべての大型研究設備を搬入し整備を完了させた。主要な研究成果は

次の通りである。エネルギー変換効率の高い無機機能性材料の創製に関して、稲熊は強誘

電性、圧電性、非線形光学材料として新規リチウムニオベート型及びぺロブスカイト型化合

物の高圧合成に成功し、結晶構造、相転移、誘電性を解明した。また無水銀の新規紫外光

発光蛍光体を合成した。渡邉は微小重力を用いた無容器浮遊法により、金属と酸化物がコ

ア・シェル構造を持つ熱電変換物質の創製に成功し、これが国際宇宙ステーションでの実験

に採用された。秋山はキラルリン酸を用いた不斉触媒反応の開発を推進し、軸不斉を持つキ

ラルビアリールの不斉合成など、優れた効率的な不斉触媒反応を開発した。エネルギー変換

機構の解明に関して、齊藤は光触媒材料である三酸化タングステンの単一ナノ粒子の紫外

共鳴レーリー散乱測定に成功した。河野は単一粒子触媒の反応性を分光学的に調べて評

価する方法を確立した。宇田川は、エネルギー移動効率の高い量子スピン液体の理論的研

究によって、新しい古典的スピン液体を見出した。田崎は、一般的な（外部熱源を用いる）熱

機関における効率と仕事率の間に、「効率を高めると、仕事率が不可避的に小さくなる」こと

を示す原理的な関係式を導き出した。これは熱力学に新たな原理を付け加えた業績として、

高く評価された。その他の研究課題においても、順調に成果を挙げている。 
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平成 27 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名   学習院              ２ 大学名    学習院大学     

 

３ 研究組織名   学習院大学大学院自然科学研究科 基礎物性研究センター       

 

４ プロジェクト所在地  東京都豊島区目白 1－5－1                     

 

５ 研究プロジェクト名  効率的なエネルギー利用のための新規機能性材料の創製  

 

６ 研究観点        研究拠点を形成する研究                      

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

赤荻 正樹 学習院大学大学院 自然科学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  15 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

赤荻 正樹 
自然科学研究

科・教授 

高圧力高温を用いた新規無機機

能性酸化物の創製 

高圧高温技術の開発による

高効率エネルギー変換無機

機能性材料の創製 

稲熊 宜之 
自然科学研究

科・教授 

新規無機極性化合物、無機蛍光

体の創製 

高効率エネルギー変換材料

としての強誘電・圧電性酸化

物、蛍光体の開発 

村松 康行 
自然科学研究

科・教授 

微量分析法の開発と新規機能性

材料への応用 

微量分析、微小領域分析に

よる新規無機機能性材料の

評価 

渡邉 匡人 
自然科学研究

科・教授 
新規熱電変換物質の創製 

高効率エネルギー変換のた

めの新規熱電材料の開発 

秋山 隆彦 
自然科学研究

科・教授 

高効率的不斉分子触媒の開発と

新規有機機能性物質の創製 

触媒回転効率の高い分子触

媒の開発による新規有機機

能性材料創製 

草間 博之 
自然科学研究

科・教授 

光エネルギーを活用する高効率

分子変換手法の開発 

光と触媒を用いる高効率エネ

ルギー変換有機機能性材料

の創製 

持田 邦夫 
自然科学研究

科・教授 

特異な機能を持つ新規有機典型

金属化合物の創製 

高効率エネルギー変換のた

めの新規有機機能性材料の

創製 

高橋 利宏 
自然科学研究

科・教授 

固体 NMR 法を用いた機能性酸化

物における原子の動的挙動の解

明 

エネルギー変換材料の物性

評価と機能の解明 
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岩田 耕一 
自然科学研究

科・教授 

高速分光測定法の開発と化学反

応機構の解析 

機能性物質における化学反応

機構解析による電荷移動・エ

ネルギー変換機構の解明 

河野 淳也 
自然科学研究

科・教授 

微小液滴を用いる触媒微粒子の

合成と触媒性能の評価 

迅速な触媒性能評価法の開

発による機能性材料創製の

効率化 

荒川 一郎 
自然科学研究

科・教授 

水素分子の表面結合エネルギー

と付着確率の測定と制御 

固体表面−気体分子間のエ

ネルギー交換過程の解明 

平野 琢也 
自然科学研究

科・教授 

原子気体凝縮体における緩和過

程の解明 

人工的に高度に制御された

物質系におけるエネルギー

変換機構の解明 

石井 菊次郎 
自然科学研究

科・教授 

高密度分子性ガラスの生成機構

の解明 

分子性非晶質物質の緩和過

程の詳細な解明 

（共同研究機関

等） 
   

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

微量分析法の開発と新規

機能性材料への応用 

学習院大学大学院自然科

学研究科 化学専攻・教授 
村松 康行 

微量分析、微小領域分析

による新規無機能性材料

の評価 

高密度分子性ガラスの生

成機構の解明 

学習院大学大学院自然科

学研究科 化学専攻・教授 
石井 菊次郎 

分子性非晶質物質の緩和

過程の詳細な解明 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日  2 名変更）  

（変更の時期：平成 27 年 7 月 1 日  １名追加） 

（変更の時期：平成 28 年 12 月 1 日 １名追加） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

学習院大学理学部化

学科・助教 
学習院大学大学院自然科学

研究科 化学専攻・准教授 
大野 剛 

微量分析、微小領域分析

による新規無機能性材料

の評価 

大阪大学大学院工学

研究科・准教授 
学習院大学大学院自然科学

研究科 化学専攻・教授 
齊藤 結花 

光電子変換プロセスにお

ける表面形状効果の解明 

東京大学大学院工学

研究科・助教 

学習院大学大学院自然科学

研究科 物理学専攻・准教授 
宇田川 将文 

新規機能性物質における

エネルギー変換機構の理

論的解明 

学習院大学大学院自

然科学研究科・教授 

学習院大学大学院 自然科学

研究科 物理学専攻・教授 
田崎 晴明 

エネルギー変換機構の

理論的解明 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

環境に負荷をかけない持続可能な省エネルギー社会を実現することは、我が国にとって重

要な課題である。そのためには、化石資源からのエネルギーや再生可能エネルギーを低コス

トで安定的に確保し効率的に利用するための基盤技術が必須である。エネルギーの生産、

輸送、消費の各々の局面において、エネルギーを異なる形態（電気、光、熱、化学エネルギ

ーなど）の間で安全かつ効率的に変換するためには、飛躍的に高効率の新たな機能性材料

の開発が望まれる。   
 本研究の目的は、高効率エネルギー変換材料となる新規無機機能性物質（無機蛍光体、

熱電変換材料など）の創製、および、省エネルギー・省資源に資する新規有機合成法の開発

と新規機能性高分子（導電性ポリマーなど）の創製である。さらに、物質合成研究と並行し

て、これらの物質におけるエネルギー変換機構を解明し、より高度の機能を持つ物質を創製

するための基盤知識を蓄積する研究を推進する。これらの研究の密接な連携により、効率的

エネルギー利用の実現のために、格段に優れた機能性材料の創製を目指す。 

（２）研究組織 

自然科学研究科物理学専攻の大部分の教員と化学専攻の全教員によって研究組織を構成した。

発足以後 2 名の教員が退職し、それぞれ新任教員に交代すると共に、新たに 2 名の教員が本プロジ

ェクトに参加し、現在 15 名の参加者で構成されている。プロジェクトの運営は、基礎物性研究センター

の下に研究代表者と 4 名の運営委員による運営委員会を設置し、研究代表者が全体を統括してい

る。運営委員会では基本方針を審議すると共に、進捗状況を適宜チェックし、意見を述べている。予

算配分と日常的な連絡調整は、両専攻の教室会議を通じて行っている。各研究室所属の助教（19

名）、大学院生（123 名）、PD（1 名）、RA（5 名）の全員が本プロジェクトに参加し、重要な貢献をしてい

る。 

研究テーマ１「高効率エネルギー変換を目指す新物質開発」と研究テーマ２「エネルギー変換機構

の解明」の二グループの間の共同研究や、各グループ内での共同研究を奨励しており、多くの実績

がある。研究支援体制として、実験装置の製作は長年実績のある理学部工作工場の協力を得てお

り、プロジェクトに関わる事務は理学部事務室が担当している。学外共同研究機関等との連携は、研

究室ごとに多くの実績を上げている。主要な学外の研究機関は、SPring-8、Sacla、物質・材料研究機

構、東京工業大学化学生命科学研究所、ドイツ航空宇宙センター等である。 

（３）研究施設・設備等 

本プロジェクトの関わる研究施設は南7号館と南4号館であり、研究施設面積、研究室数、

使用者数は、南 7号館が面積 2,523m2、11研究室、136 名、南 4号館が 492m2、4研究室、24

名である。平成 27 年度に新規の研究設備をすべて設置した。整備した研究設備の名称と使

用時間(h)を次に示す。卓上顕微鏡分析システム（1200h）、マイクロスコープ一体型マイクロマ

ニピュレーター（85h）、ピコ秒蛍光寿命測定装置（1400h）、紫外光パラメトリック発生器

（1742h）、ガス循環精製装置付きパージ式グローブボックス（18336h）、超高圧プレス用ガイド

ブロック（4844h）、核磁気共鳴装置（8240h）。これらの多くが研究室間で共同利用されている

機器であり、極めて有効に活用されている。 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
稲熊はエネルギー変換効率の高い無機機能性材料の創製を目的とし、次の研究を展開し

た。(1)強誘電性、圧電性および非線形光学材料としての極性化合物の探索を行ない、様々

な新規リチウムニオベート(LN)型及びぺロブスカイト型化合物の高圧合成に成功し、結晶構

造、相転移挙動、誘電性を解明した *4.15,141,155。(2)水銀を含まない紫外蛍光ランプ、EL 素子

 4 / 53 
 



（様式１） 
 

法人番号 131008 
プロジェクト番号 S1511004 

 
を念頭において、紫外光発光蛍光体の探索を行う *1,8,157と共に、希土類イオン賦活可視光蛍

光体の賦活イオンの占有サイトと発光特性の関係を調べた *143,153,163,167。赤荻は新物質探索

のための高圧実験技術の開発を行い、最高 35GPa、1800℃までの圧力温度の発生を達成し

た *21,174,178。この技術を用い、高圧下で安定なペロブスカイト型ZnTiO3とFeTiO3を合成し、そ

れらが減圧時に LN 型へ転移することと、それぞれの LN 型相の合成圧力温度範囲を確定し

た *18,21,192。また 様々なポストスピネル型 AB2O4化合物の探索・合成を進め、相関係を決定

し、結晶構造解析を行った *204。大野と村松は 誘導結合プラズマ質量分析法(ICP-MS/MS)に
レーザーアブレーション試料導入法(LA)を組み合わせ、数 µm の微小領域を全元素 ppb レベ

ルで分析可能な分析法の開発に取り組み、従来分析が難しかったスカンジウムや重希土類

元素の分析を可能にした *207,208。渡邉は新規熱電材料の創製を目指したプロセス開発を進

め、微小重力を利用した無容器浮遊法による金属と酸化物によるコア・シェル構造の形成
*33,35,37,38,267,270と、加水分解反応を利用した半導体 Cu2O 膜の室温での形成に成功した
*246,260。また液中プラズマ法によるナノサイズ微粒子形成プロセスにより、NiCu 合金微粒子

およびダイヤモンド微粒子の作成に成功した。秋山はキラルリン酸を用いた不斉触媒反応の

研究で大きな実績を持っているが、さらなる展開を目指した研究を強力に推進し，1) 軸性不

斉を有するキラルビアリールの不斉合成 *43,57，2) インドリンの速度論的光学分割 *54，3) トリ
フルオロメチル基の置換したケトイミンに対するインドールの求核付加反応，4) インドールと

ニトロアルケンとの Friedel-Crafts アルキル化反応 *305等、高い不斉収率で進行する効率的な

不斉触媒反応を見出した。持田は ゲルマニウム—酸素結合を骨格とする有機ゲルマニウム

化合物の特異な反応性と生理活性を明らかにした *345-347。草間は光エネルギーを有機ケイ

素化合物の反応に活用する研究を展開し、アシルシランが適切な条件下で可視光を照射す

るだけで高反応性のカルベンを生成し、各種求電子剤との反応が効率良く進行する
*65,328,329,334,335ことを明らかにした。また、光異性化で生じたカルベン種が求核剤とも反応する

ことも見出し、その反応機構を解明した *311,320,321。 
エネルギー変換機構の解明には、物性評価技術の開発が重要である。岩田は各種の高

速分光法を開発し、化学反応機構の解明を行った。具体的には、ピコ秒時間分解けい光分

光法 *74,78,400,426,428、ピコ秒時間分解ラマン分光法 *71,76,407,408,429、フェムト秒時間分解近赤外

分光法 *70,71,76,407,408,429を用い、生化学反応の場である 脂質二重膜を対象にし、膜の面内方

向に粗密の不均一性が存在することを明示した *74,78。齊藤は光電子変換材料としてのワイド

ギャップ半導体光触媒、光電子変換効率を飛躍的に増大させるプラズモニクス材料の研究を

展開するため、可視～紫外域でレーリー散乱スペクトルを測定する顕微分光装置を新規に作

製し、光触媒材料である三酸化タングステンの単一ナノ粒子の紫外共鳴レーリー散乱分光を

行うことに成功した *440。河野は工業触媒や生体内触媒の機能性向上のため、それらの反応

機構を解明する目的で、単一粒子触媒の反応性を分光学的に調べ、機能発現機構を明らか

する研究を展開した。触媒成分を含む微小液滴をトラップして単一粒子触媒を合成する装置

を製作し *92,444,451,459,468、触媒粒子ごとの反応性を評価した *471。石井は分子性ガラスの安定

性と秩序構造形成過程を理解するため、蒸着法で作製したトルエン薄膜ガラスの緩和過程

を、偏光解析による膜厚と屈折率の温度変化から明らかにした。 
実用可能なエネルギー変換材料におけるエネルギー移動・変換機構の理解の基盤を築く

ため、人工的に高度に制御された単純な物質系として、極高真空下での吸着現象や原子気

体のボーズ・アインシュタイン凝縮体の研究を行い、次に示す成果を得た。荒川は 真空度が

10-10Pa に達する極高真空装置を開発し、極低温物質表面への水素分子、重水素分子の物

理吸着特性を調べた *492,495,503,506。平野はルビジウム原子気体のスピン自由度を持つ量子凝
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縮体を生成し、非平衡状態の二成分凝縮体の緩和において、非混和な場合にドメインが形

成されるとスピン流が流れにくくなること、衝突のような非平衡性の強い現象では、平衡状態

で定義される混和性だけでは、衝突後の緩和現象を説明できないことを解明した *102,520。ま

た スピンの大きさの異なる混合系を初めて実験的に実現し、相互作用により磁気的な基底

状態が変わることを明らかにした *109,549。高橋は 固体 NMR 法を用いて、種々の有機分子性

導体の電荷秩序相転移機構の解析を行い *110,581,583,585、そこで開発された手法が新規機能

性酸化物の電子状態の微視的解析や格子系ダイナミクスの解析に有効であることを、Cu2O
を例にして示した。 
絶対零度まで磁気秩序を示さない絶縁体（量子スピン液体）には、高いエネルギー移動効

率を持つ機能性物質の候補となる絶縁体がある。宇田川は 量子スピン液体の原型であるカ

ゴメ格子古典スピン液体を理論的に研究し、新しいタイプの古典スピン液体を見出すと共に、

このスピン液体相が中性子散乱等によって実験的に同定可能であることを示した *126,612-617。

田崎は 統計力学と量子ダイナミクスを用いて熱力学第二法則を厳密に導出する研究を行っ

た *114,602。さらに、非平衡統計力学を用いて、マルコフ過程の枠組みの中で、一般的な熱機

関（外部熱源を用いる）の効率と仕事率の問題を扱い、「効率が最大になる熱エンジンの仕

事率は必ずゼロになる」という歴史的な予想が正しいことを厳密に理論的に証明した
*117,599,603,605。 
＜特に優れた研究成果＞ 
研究テーマ１（物質創製）では、稲熊が新規LN型酸化物の高圧合成に成功し *141、電場下

で分極反転が観測され強誘電体であることが示唆された 。さらに 真空紫外光励起により紫

外発光を示す新たな蛍光体を見出した *1,8,157。また赤荻研究室との共同研究により、高圧合

成が高密度相に限らず準安定相の安定化にも有用であることを明らかにした。赤荻は 従来

の物質科学研究での高圧合成実験の圧力限界を二倍程度にまで高めることに成功し、新規

物質の探索範囲を拡大した *21,174,178。その結果、各種のペロブスカイト型チタン酸塩の高圧

相を確定することができ、ペロブスカイト相が減圧過程で準安定な LN 型相に転移することを

見出した *18,21,192。渡邉は、無容器浮遊法による金属と酸化物によるコア・シェル構造形成の

研究成果が評価され、この課題が国際宇宙ステーションにおける無重力下での実験に正式

採用され *33,35,38,267,271、現在実験の実施準備中である。秋山は、軸性不斉を有するキラルビ

アリールの不斉合成反応で、動的な速度論的光学分割が効率よく進行することを見出した
*57。さらに、触媒を適宜選択することにより、両方のエナンチオマーを光学純度良く得ることに

成功した。草間の 可視光によるアシルシランのカルベン異性化の手法の開発により、副反応

を起こしやすい紫外光を用いることなく、高効率で各種求電子剤とのカップリング反応が実現

可能 *65,328,329,334,335になり、広範な有機分子に適用可能な分子変換手法が確立された。 
研究テーマ２（機構解明）では、岩田が東京工業大学グループとの共同研究で、リポソーム

脂質二重膜内の一定の深さにおける粘度や熱拡散定数を評価するための実験方法を確立

した *400,426,428。河野は 気相単離した個々の単一粒子触媒の反応を赤外レーザー加熱により

誘起して放射温度測定により評価する方法を確立し、従来は困難だった粒子ごとの違いの観

測に成功した *471。荒川は 極高真空下における水素の低温表面吸着現象について、過渡状

態の測定から吸着の平均滞在時間を直接求める方法により、水素の二次元凝縮近傍での

振る舞いを明らかにした *96,487,495,503,506。平野は、散逸の大きい初期状態から出発して自発的

にコヒーレンスが形成されることにより、散逸の少ない状態に時間発展する現象を見出した
*554,555,564。これは非平衡状態から熱平衡状態への緩和過程の新しい学理を示す興味深い現

象である。宇田川は理論的研究により新しいタイプの古典スピン液体を見出し、Kitaev模型と
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呼ばれる可解理論模型においてゼロエネルギー状態の存在を発見した *611。田崎は、一般的

な熱機関における効率と仕事率の間に、「効率を高めようとすると、仕事率が不可避的に小

さくなる」ことを示す原理的な関係式を導き出した *117,599,603,605。この原理は、熱エンジンの性

能評価の基準や開発の指針として有用である。この田崎の研究は、二百年以上の歴史を持

つ熱力学の分野に新たな原理を付け加えた業績として高く評価され、“Nature Index 2018 
Japan”で学習院大学が日本一になったことを受けた Nature 誌の記事でも紹介された。な

お、Nature 誌の記事およびプロジェクト参加者の受賞等について、「１４. その他の研究成果

等」にまとめた。 
＜問題点とその克服方法＞ 

稲熊の研究では、新規 LN 型酸化物の秩序・無秩序強誘電相転移が示唆されたが、構造

変化の詳細は不明であり、今後高温結晶構造解析を行う共に、高電場下での絶縁性が不十

分であるため、ドーピング等による絶縁性の改善を図る。また、紫外蛍光体の真空紫外光励

起による発光強度の定量化が不十分であり、研究テーマ２のグループと協力して、量子収率

の測定方法を確立する。渡邉の研究では、作成した物質の熱電変換効率を求めるため、高

精度のゼーベック係数と熱伝導率測定を行う必要があり、研究テーマ２のグループと共同で

測定手法を開発し、測定を実施する。草間の研究では、アシルシランの光異性化で発生する

カルベン種の寿命・反応性がまだ十分でなく、さらに多様で実用的な分子変換法を実現する

ため、遷移金属種の特徴的反応性を相乗的に活用した新しい反応系を構築する。岩田の研

究においては、人工脂質二重膜だけでなく、天然の細胞膜の物理化学特性を評価するため、

京都大学グループと共同して、HeLa 細胞の細胞膜内部の粘度を精度よく評価する方法を開

発する。河野の研究では、液滴を 100％の確率でトラップすることが現在はできないので、こ

の問題の克服のため、今後予備トラップを設ける装置改良を行う。平野の研究では、スピン

自由度を持つ量子凝縮原子気体の時間発展を調べるために、磁場の変動を小さくし、純粋な

初期状態を生成するという課題があった。レーザー電源用の精密電流源を用いて磁場を発

生し、余分な状態の原子をレーザーにより除去する手法を開発して、問題を克服しつつある。 
＜研究成果の副次的効果(実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。)＞ 

稲熊は、新たに見出したペロブスカイト型酸化物強誘電体 CaMnTi2O6の研究を基に、米

国テキサス大オースチン校の J. Zhou 教授グループとの共同研究へ発展させた *15。渡邉によ

る無容器浮遊法を用いた 金属と酸化物によるコア・シェル構造形成に関する実験課題が、国

際宇宙ステーション実験に正式採用された *33,35,38,267,271。宇田川の カゴメ格子模型における

古典スピン液体の研究は、フランス・ボルドー大学の L. Jaubert 氏との共同研究に発展し、応

用性の広い新しい数値計算のアルゴリズムを開発した *126,612-617。 
＜今後の研究方針＞ 
稲熊は高圧力を利用した新規極性無機化合物の創製と新規無機蛍光体の探索、発光機

構の解明を継続して行うと共に、光電極材料に関する研究に着手する。赤荻は圧力温度と元

素範囲をさらに拡大してポストスピネル型新規 AB2O4化合物の探索・合成、構造決定を行

い、機能性酸化物の観点から重要な物質の結晶化学的特徴と物性を明らかにする。渡邉

は、結晶構造制御と結晶形態により、熱電変換効率の高い新規熱電材料の探索を進める。

秋山はさらに新たな不斉触媒反応の開発を強力に推進するとともに，新しい不斉触媒の開

発も行う。草間は光反応により発生する高反応性化学種と遷移金属種のもつ反応性の両者

を活用した研究を進める。岩田は脂質二重膜の面内方向および深さ方向への粘度・熱拡散

定数の変化を定量的に明らかにし、これらの性質に対するリン脂質の種類などの影響を調べ
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る。河野は金の酸化チタン担持触媒を合成しトラップして、反応気体との反応性を評価する。

荒川はさらにデータの蓄積を重ね、広い温度領域での吸着等温線の測定を行うと共に、平均

滞在時間を温度・圧力・吸着密度をパラメータとして系統的に測定する。平野はスピン自由度

を持つ量子凝縮の緩和を実時間で観測する手法を実現し、緩和過程の詳細を明らかにし、

その制御を可能にする。田崎はより多彩なエネルギー変換を行なう物理系を対象にし、物理

現象の本質を捉える理論を構築することを目指す。 
＜今後期待される研究成果＞ 
稲熊の研究により、新規無機極性材料や光変換材料開発のための包括的な知見が得ら

れることが期待される。赤荻は LN 型、ポストスピネル型の新規機能性酸化物の創製の結晶

化学的な指針を提供することが期待される。渡邉は結晶形態制御による新規熱電材料の探

索と共に，結晶形態による熱伝導の違いをモデル化し、熱電変換材料開発の設計指針を提

示する。秋山による優れた不斉触媒反応の開発によって、省エネルギーに資する有機機能

性材料の合成に必要な反応の開発につながることが期待される。草間の研究により、光エネ

ルギーだけでは実現困難な革新的分子変換手法の開拓が可能となる。岩田の研究によっ

て、生体膜機能の説明に広く用いられる「脂質ラフト」モデルの当否を検証することが期待さ

れる。河野が開発した実験手法を機能性物質、特に生体反応触媒物質に適用することによ

り、機能発現機構の解明が期待される。荒川の研究により、極高真空領域の H2と D2の吸着

等温線の世界初のデータが得られると共に、吸着の平均滞在時間の直接的な測定手法が

新しい吸着現象の研究手段として確立する。平野は制御性の高い量子系を用いて、非平衡

状態からの緩和過程に至るまでの効率的なエネルギー変換を実現するための知見を得る。

量子スピン液体の素励起のダイナミクスに関する宇田川の研究によって、高いエネルギー移

動効率をもつ機能性物質の理解がより深まる。田崎の研究によって、外部熱源を用いる熱機

関だけでなく、理想化された内燃機関を含む化学反応系についても有用な理論を得ることが

期待される。 
＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

 研究代表者を中心とする運営委員会でプロジェクトの進捗状況を適宜調査して自己評価を

行い、必要に応じて意見を述べている。運営委員会で、プロジェクトの一層の進展には理論

研究者の参加が必要であると認識した結果、物性理論と数理物理の研究者各 1 名をそれぞ

れ平成 27、28 年度からプロジェクトに加えた。また、全研究室が合同で「基礎物性シンポジウ

ム」（別紙 資料１、資料２）を開催し、進捗状況を報告することにより自己評価を行っている。

概ね当初の計画に沿って順調に研究が進展していると判断される。自然科学系大学院生に

よる「M1 シンポジウム」、「D1・D2 シンポジウム」を毎年度開催し、物理学・化学・生命科学の

全教員、助教が出席して、研究室間の情報交換と相互評価を行っている。「１３．研究発表の

状況」の論文（計 127 本）、図書（計 11 件）、学会発表（計 479 件）のリストに示されるように、

配分された研究費に対して十分な成果を上げていると考えられる。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

三名の評価委員（伊藤満 東京工業大学教授、河田聡 大阪大学名誉教授、川島隆幸 東
京大学名誉教授）に本プロジェクトの外部評価を委嘱し、2018 年 3 月 9 日の中間報告会（別

紙 資料２）で、三名の評価委員の出席の下に、全研究室の研究成果を報告した。その結果、

全委員から概ね高い評価を受けることができた。物理学専攻と化学専攻の教員が、個々の

研究室の特色を生かしながら、相互に連携を取り、プロジェクトの意義に沿った研究が行わ

れていると、外部評価委員から評価された。平成 30、31 年度には、二つの研究テーマ間の連

携をさらに深めながら、本プロジェクトを推進する。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  極性酸化物           （２）  無機蛍光体       （３）  不斉触媒       

（４）コア・シェル構造熱電変換物質  （５）  脂質二重膜       （６）  熱エンジン      

（７） 極低温原子気体         （８）  量子スピン液体       

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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Conference, 2016年10月2-6日、神奈川 

250) A. Nakamura, K. Onodera, M. Watanabe, A. Mizuno, Density measurement of liquid of 
CaO-Al2O3-SiO2 system using aerodynamic levitation, 11th Asia Thermophysical Properties 
Conference, 2016年10月2-6日、神奈川 

251) S. Taguchi, R. Serizawa, K. Onodera and M. Watanabe, Measurement of interfacial tension 
between molten oxide and iron from levitated droplet shape analysis under microgravity 
condition, 11th Asia Thermophysical Properties Conference, 2016年10月2-6日、神奈川 

252) M. Watanabe, Interfacial phenomena and thermophysical properties of molten steel and 
oxides, 13th Korea -Japan Joint Seminar on Space Environment Utilization Research, 2016年
10月25日、北海道 

253) M. Watanabe, T. Tanaka, T. Tsukada, T. Ishikawa, H. Tamaru, Interfacial Phenomena and 
Thermophysical Properties of Molten Steel and Oxides, 11th Asian Microgravity Symposium, 
2016年10月25-29日、北海道 

254) K. Tanaka, M. Watanabe, Effect of dissolved oxygen of surface tension of molten iron, 11th 
Asian Microgravity Symposium, 2016年10月25-29日、北海道 

255) S. Hakamada, K. Onodera, M. Watanabe, F. Kargl, Surface Oscillation of Aerodynamically 
Levitated Molten Oxides, 11th Asian Microgravity Symposium, 2016年10月25-29日、北海道 

256) A. Nakamura, K. Onodera, M. Watanabe and A. Mizuno, Density measurement of molten 
oxides by using aerodynamic levitation technique, 11th Asian Microgravity Symposium, 2016
年10月25-29日、北海道 
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257) S. Taguchi, R. Serizawa, K. Tanaka, K. Onodera and M. Watanabe, Measurement of Interfacial 

tension between molten oxide and iron by modified oscillating droplet method under 
microgravity conditions, 11th Asian Microgravity Symposium, 2016年10月25-29日、北海道 

258) 渡邉匡人、小澤俊平、Brillo Juergen 酸素分圧制御下における高温合金融体の熱物性計

測 活動報告、第31回 宇宙環境利用シンポジウム、2017年1月16-17日、神奈川 
259) 渡邉匡人、田中敏宏、塚田隆夫、石川毅彦、田丸晴香 高温融体の界面エネルギー －

静電浮遊法を用いた界面張力測定－、第31回 宇宙環境利用シンポジウム、2017年1月
16-17日、神奈川 

260) 大山翔平、渡邉匡人、肥山卓矢、横川凌、小椋厚志 室温での加水分解反応によるCu2O
膜形成、第64回応用物理学会春季学術講演会、2017年3月14-17日、神奈川 

261) 青島大地、渡邉匡人、水野章敏 Si系合金液体の構造解析、日本金属学会2017年春季

（160回）講演大会、2017年3月15-17日、東京 
262) 服部夏実、青島大地、田口正二郎、渡邉匡人、水野章敏、福山博之 Fe系二元合融体

の密度と短距離秩序、日本鉄鋼協会第173回春季講演大会、2017年3月15-17日、東京 
263) 田中健大、渡邉匡人 溶融鉄の表面張力に及ぼす溶存酸素の影響、日本鉄鋼協会第173

回春季講演大会、2017年3月15-17日、東京 
264) 水野章敏、河内大弥、福山博之、渡邉匡人 Si-M (M=Ge, Fe, Ni, Cu)二元系融液の原子

間相関とモル体積、日本金属学会2017年春季（160回）講演大会、2017年3月15-17日、

東京 
265) M. Watanabe, T. Tanaka, T. Tsukada, H. Tamaru, T. Ishikawa, Measurements of Interfacial 

Tension between Molten Oxide and Steel Melt using Electrostatic Levitation Furnace (ELF) in 
ISS (INTERFACIAL ENERGY Project), 31st International Symposium on Space Technology 
and Science, 2017年6月3-9日、愛媛 

266) M. Watanabe, S. Ozawa, J. Brillo, Thermophysical Properties Measurements of Liquid Alloys 
under Oxygen Influence in ISS (OXYTHERM Project), 31st International Symposium on 
Space Technology and Science, 2017年6月3-9日、愛媛 

267) M. Watanabe, Study of thermophysical properties and structure of liquid metals and molten 
oxides using levitation technique, International Conference on Frontiers in Materials 
Processing Applications, Research & Technologies,  2017年7月9-12日, Bordeaux, France 
招待講演 

268) 渡邉匡人、田口正二郎、内田光輔、袴田信也 溶融鉄と酸化物融体間の界面自由エネ

ルギー、日本鉄鋼協会第174 回秋季講演大会、2017年9月6-8日、北海道 
269) 渡邉匡人 無容器浮遊法を用いた高温融体熱物性計測、日本鉄鋼協会第174 回秋季講

演大会、2017年9月6-8日、北海道 
270) 内田光輔、渡邉匡人 ガス浮遊法を用いたFe融体の熱物性測定、日本鉄鋼協会第174 回

秋季講演大会、2017年9月6-8日、北海道 
271) M. Watanabe, T. Tanaka, T. Tsukada, T. Ishikawa, H. Tamaru, Interfacial phenomena and 

thermophysical properties of molten steel and oxides, 7th International Symposium on 
Physical Sciences in Space (ISPS-7), 2017年10月2-6日，Juan-les-Pins, France (Plenary講演)  

272) M. Watanabe, S. Hakamada, A. Nakamura, K. Uchida, S. Taguchi, F. Kargl, J. Brillo, D. 
Matson, R.W. Hyers, Thermophysical Property Measurement using Levitation Technique 
under Microgravity and on Ground, 7th International Symposium on Physical Sciences in 
Space (ISPS-7), 2017年10月2-6日，Juan-les-Pins, France 

* 

* 

* 
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273) S. Hakamada, K. Uchida, K. Onodera, M. Watanabe, F. Kargl, Container-less Measurement 

Technique of Molten Oxide Viscosity and Surface Tension on Ground, 7th International 
Symposium on Physical Sciences in Space (ISPS-7), 2017年10月2-6日，Juan-les-Pins, France 

274) 51) A. Nakamura1, K. Tajima and M. Watanabe, Observation of surface and interface 
oscillation of core-shell dropletby using aerodynamic levitation, 7th International Symposium 
on Physical Sciences in Space, 2017年10月2-6日, Juan-les-Pins, France 

275) S. Taguchi, S. Hakamada, K. Uchida, H. Hasome, Y. Wada, N. Hara, M. Watanabe, R. 
Takahashi, T. Tsukada, Y. Haraguchi, S. Kurata, T. Tanaka, Observation of core-shell droplet 
formation by molten oxide and iron melt under microgravity condition, 7th International 
Symposium on Physical Sciences in Space (ISPS-7), 2017年10月2-6日, Juan-les-Pins, France 

276) N. Fujiwara、M. Tsubota, M. Watanabe, In situ observation of self-assembly growth of NbSe3 
ring crystal, The 7th Asian Conference on Crystal Growth and Crystal Technology, 2017年10
月15-18日，Changchun, China 

277) 渡邉匡人、袴田信也、松下泰志 無容器浮遊法を使った高温融体の粘性測定、日本マ

イクログラビティー応用学会第29回学術講演会、2017年10月25-27日、千葉 
278) 田口正二郎，袴田信也，内田光輔，羽染博道，和田祐宜，原直樹，渡邉匡人，高橋龍

司，塚田隆夫，原口祐輔，倉田星哉，田中敏弘 微小重力環境下における溶融酸化物

と鉄の二重液滴形成の観察、日本マイクログラビティー応用学会第29回学術講演会、

2017年10月25-27日、千葉 
279) 高橋龍司、上野翔也、庄司衛太、久保正樹、塚田隆夫、渡邉匡人 微小重力下での溶

融スラグ/溶鋼界面張力測定に及ぼす諸因子の影響 －数値シミュレーションによる検

討、日本マイクログラビティー応用学会第29回学術講演会、2017年10月25-27日、千葉 
280) 渡邉匡人、田口正二郎 微小重力環境下での界面張力測定、日本マイクログラビティ

ー応用学会第29回学術講演会、2017年10月25-27日、千葉 
281) 中村藍莉、田島和稀、渡邉匡人 ガスジェット浮遊法を用いたコア・シェル液滴の振

動の観察と界面張力の測定、日本マイクログラビティー応用学会第29回学術講演会、

2017年10月25-27日、千葉 
282) 袴田信也、内田光輔、渡邉匡人 ガスジェット浮遊法を用いた酸化物の熱物性測定、

日本マイクログラビティー応用学会第29回学術講演会、2017年10月25-27日、千葉 
283) 渡邉匡人、袴田信也、内田光輔、田口正二郎 無容器浮遊法を用いた高温融体熱物性

計測、第38 回日本熱物性シンポジウム、2017年11月7-9日、茨城 
284) 藤原直子、坪田雅功、渡邉匡人 NbSe3の結晶成長のその場観察、第46回結晶成長国

内会議、2017年11月27-29日、静岡 
285) 渡邉匡人、内田光輔、小澤俊平、Brillo Juregen 酸素分圧制御下での無容器法による高

温融体熱物性測定、第32回宇宙環境利用シンポジウム、2018年1月15-16日、相模原 
286) 渡邉匡人、田口正二郎、中村藍莉、袴田信也 微小重力環境下での界面張力測定、第

32回宇宙環境利用シンポジウム、2018年1月15-16日、神奈川 
287) 秋山隆彦 (2015) キラルリン酸触媒反応の新展開：水素結合ネットワークによりどこま

で立体制御が可能か，平成27年度前期（春季）有機合成化学講習会、2015年6月15日、

東京、招待講演 
288) Akiyama, T. (2015) Recent Progress in the Chiral Phosphoric Acid Catalysis, XIV ICSN 

Smposium, June 18-19, 2015, Gif-sur-Yvette, France. 招待講演 
289) Akiyama, T. (2015) Transfer Hydrogenation Reactions of Ketimines by Means of Chiral 
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Phosphoric Acid,  The 39th Naito Conference on the Chemistry of Organocatalysts, hosted 
by Prof. Keiji Maruoka, July 6-9, 2015, CHÂTERAISÉ Gateaux Kingdom Sapporo, Japan. 
招待講演 

290) Akiyama, T. (2015) Enantioselective Synthesis of Organofluorine Compounds by Means of 
Chiral Phosphoric Acid, IUPAC 2015, 45th World Chemistry Congress, hosted by Professor 
Chulbom Lee, August 9-14, 2015, BEXCO, Busan, Korea. 招待講演 

291) Akiyama, T. (2015) Recent Progress in the Chiral Phosphoric Acid Catalysis, 21st 
International Symposium on Fluorine Chemistry, August 23-28, 2015, Como, Italy. 招待講演 

292) Akiyama, T. (2015) Stereoselective Synthesis of CF3-containing Heterocycles based on the 
Internal Redox Reaction, 9th French-Japanese Seminar on Fluorine, hosted by Professor F. 
Guittard, August 30-September 1, 2015, Nice, France. 招待講演 

293) Akiyama, T. (2015) Chiral Phosphoric Acid Catalyzed Transfer Hydrogenation Reactions , 
The 6th Japanese-Sino Symposium on Organic Chemistry for Young Scientists, September 
6-9, 2015, Akiu Resort Hotel Crescent, Sendai. 招待講演 

294) Akiyama, T. (2015) Stereoselective Synthesis of Heterocycles Based on the Internal Redox 
Reaction, DOMINOCAT 1 Symposium, September 9-11, 2015, Aachen, Germany. 招待講演 

295) 秋山隆彦 (2015) キラルリン酸触媒の開発と不斉触媒反応への展開，有機合成化学協会

関東支部ミニシンポジウム、2015年10月9日、千葉、招待講演 
296) Akiyama, T. (2015) Enantioselective Synthesis of Chiral Biaryls by Means of Chiral 

Phosphoric Acid, Recent Trends in Organocatalysis, Pacifichem2015, December 15-20, 2015, 
Honolulu, Hawai, USA. 招待講演 

297) Akiyama, T. (2015) Friedel-Crafts Alkylation Reaction of Indoles by Means of Chiral 
Phosphoric Acid, New Horizons of Process Chemistry by Scalable Reactions and 
Technologies,Pacifichem2015, December 15-20, 2015, Honolulu, Hawaii, USA. 招待講演 

298) 秋山隆彦 (2015) キラルリン酸を用いた不斉触媒反応：水素結合ネットワークによりど

こまで立体制御が可能か， 研究開発専門委員会「有機分子触媒による高度分子変換

技術」講習会、2016年1月21日、大阪、招待講演 
299) Akiyama, T. (2016) Recent Progress in the Chiral Phosphoric Acid Catalysis, The 25th 

French-Japanese Symposium on Medicinal and Fine Chemistry, May 15-18th, Tama, Tokyo, 
Japan. 招待講演 

300) Akiyama, T. (2016) Chiral Phosphoric Acid Catalyzed Enantioselective Reactions, Award 
Address at Cope Award Symosium, Philadelphia, August 23rd, Philadelphia, PA, USA. 招待

講演 
301) Akiyama, T. (2016) Recent Progress in the Chiral Phosphoric Acid Catalysis, New 

Perspectives in Asymmetric and Organometallic Synthesis 7th Edition, October 27-28, 2016, 
Valencia, Spain. 招待講演 

302) Akiyama, T. (2016) Recent Progress in the Chiral Phosphoric Acid Catalysis, International 
Symposium on Catalysis and Fine Chemicals, (C&FC2016), November 13, 2016, Taipei, 
Taiwan. 招待講演 

303) 秋山隆彦 (2016)  酸触媒を用いた不斉合成反応：水素結合ネットワークによる立体の

制御，第6回化学フェスタ2016 文科省科研費 新学術領域研究「有機分子触媒」特

別企画：有機分子触媒による未来型分子変換、2016年11月16日、東京、依頼講演 
304) Akiyama, T. (2016) Recent Progress in the Chiral Phosphoric Acid Catalysis, 26th Symposium 
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on Optically Active Compunds, November 25, 2016, Tokyo. 招待講演 

305) Akiyama, T. (2017) Enantioselective Friedel-Crafts Alkylation Reaction of Indole with 
β-Aryl-β-CF3-nitroalkene, 23rd Winter Fluorine Conference, January 19, 2017. Clearwater 
Bay, Florida, USA.  

306) Akiyama, T. (2017) Recent Progress in the Chiral Phosphoric Acid Catalysis, The 4th EOC 
Symosium, Asymmetric Synthesis: the Methods and Applications, July 15, 2017, Nankai 
University, Tianjian, China. 招待講演 

307) Akiyama, T. (2017) Recent Progress in the Chiral Phosphoric Acid Catalysis, SUSTech 
Chemical Sciences Lectureship, Southern University of Science and Technology of China, 
hosted by Professor Xin-Yuan Liu, October 20, 2017, Shenzhen, China. 招待講演 

308) 秋山隆彦 (2017) キラルリン酸の開発と新展開, 第48回中部化学関係学協会支部連合

秋季大会（岐阜）特別討論会 躍進する有機化学、2017年11月11日、岐阜、招待講演 
309) 秋山隆彦 (2018) キラルブレンステッド触媒の開発と不斉触媒反応への展開，有機合成

化学協会賞受賞講演、2018年2月15日、東京、招待講演 
310) 草間博之 アシルシランからのカルベン生成を活用する新規分子変換手法、第69回有

機合成化学協会関東支部シンポジウム、2015年5月16日、神奈川、招待講演 
311) H. Kusama, K. Ishida, K. Ichikawa, J. Sato, M. Adegawa, S. Tadami, T. Mizuno, N. Iwasawa, 

M. Abe (2015) [3+2]-Cycloaddition Reaction of Quinolinium Ylides Derived from 
Photochemically-Generated Siloxycarbenes and Clarification of Substituent Effects by Lase 
Flash Photolysis. The 13th International Kyoto Conference on New Aspects of Organic 
Chemistry (9-13 November 2015, Kyoto). 

312) 石田健人、飛田郁也、草間博之 光とルイス酸触媒の協同作用に基づくアシルシラン

とアルデヒドとのカップリング反応、第70回記念有機合成化学協会関東支部シンポジ

ウム、2015年11月21−22日、新潟 
313) 大山智也、石田健人、岩澤伸治、草間博之 光反応を利用したイミドイルシランとカ

ルボニル化合物との分子間カップリング反応、第70回記念有機合成化学協会関東支部

シンポジウム、2015年11月21−22日、新潟 
314) T. Nakada, S. Ishii, K. Ishida, N. Iwasawa, H. Kusama (2015) Intramolecular formal C-H 

insertion reaction of photochemically-generated siloxycarbenes leading to benzofused 
heterocycles, The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2015 (15-20, 
December 2015, Honolulu, Hawaii, USA). 

315) 草間博之 光反応を活用する新規分子変換手法、近畿化学協会有機金属部会平成27年
度第4回例会、2016年1月18日、大阪、招待講演 

316) 大山智也、石田健人、岩澤伸治、草間博之 光誘起一電子移動反応を用いたイミドイ

ルシランからのイミドイルラジカルの生成と反応、第96日本化学会春季年会、2016年
3月24−27日、京都 

317) K. Shimomaki, H. Kusama, N. Iwasawa, Total Synthesis of Integrifolin、第96日本化学会春

季年会、2016年3月24−27日、京都 
318) 清水司、石田健人、草間博之 アシルシランとボロン酸エステルとの光化学的カップ

リングを基盤とするtrans-縮環骨格構築法の開発、第96日本化学会春季年会、2016年3
月24−27日、京都 

319) 飛田郁也、石田健人、草間博之 ヨウ化亜鉛を触媒とするアシルシランとアルデヒド

の光化学的クロスカップリング反応、第96日本化学会春季年会、2016年3月24−27日、

* 
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京都 

320) H. Kusama, K. Ishida, K. Ichikawa, J. Sato, M. Adegawa, S. Tadami, T. Mizuno, N. Iwasawa, 
M. Abe (2016) Generation and Cycloaddition Reaction of Quinolinium Ylides Using 
Photochemical Isomerization of Acylsilane to Siloxycarbene、The 26th IUPAC Symposium on 
Photochemistry (4-8 April 2016, Osaka). 

321) 阿出川穗、佐藤純平、清水司、石田健人、草間博之 o-アシルベンゾイルシランの光

異性化を利用する多置換ナフトール類の合成、第71回有機合成化学協会関東支部シン

ポジウム、2016年5月14日、東京 
322) 住山恵一、十河秀行、海寶篤志、草間博之、岩澤伸治 コバルトサレン錯体を用いた

アルデヒドの脱ホルミルを伴うヨウ化アルキルの合成、第109回有機合成シンポジウ

ム、2016年6月8-9日、東京 
323) 佐々木純樹、大山智也、石田健人、草間博之 イミドイルシランとボロン酸エステル

の分子間カップリング反応、第33回有機合成化学セミナー、2016年9月6−8日（ニセコ） 
324) 阿出川穗、佐藤純平、清水司、石田健人、草間博之 o-アシルベンゾイルシランの光

異性化を利用する多置換ナフトール類の合成、第33回有機合成化学セミナー、2016年
9月6−8日、北海道 

325) 草間博之 アシルシランの光異性化反応を利用する合成化学、有機合成化学協会関東

支部ミニシンポジウム2016、2016年10月29日、東京、招待講演 
326) H. Kusama (2016) Photo-Induced Inter- and Intramolecular Coupling of Acylsilanes with 

Organoboron Compounds, The 16th Tateshina Conference on Organic Chemistry (11-13, 
November 2016, Tateshina).  

327) 清水司、石田健人、草間博之、アシルシランとボロン酸エステルとの分子内光カップ

リングを利用するtrans-縮環骨格の合成、第72回有機合成化学協会関東支部シンポジウ

ム、2016年11月26−27日、新潟 
328) 草間博之 アシルシラン・イミドイルシランを用いる光駆動型分子間カップリング反

応、第9回有機触媒シンポジウム、2016年12月1−2日、愛知、招待講演 
329) 石田健人、山崎北斗、萩原千尋、安倍学、草間博之 光増感エネルギー移動を利用し

たアルカノイルシランからの効率的なシロキシカルベン生成とその合成反応への利

用、第97日本化学会春季年会、2017年3月16−19日、神奈川 
330) T. Ohyama, H. Ono, K. Ishida, N. Iwasawa, H. Kusawa, Generation of Imidoyl Radicals from 

Imidoylsilanes by means of Photo-Induced Single Electron Transfer Reaction and Their 
Coupling Reaction with Unsaturated Carbonyls、第97日本化学会春季年会、2017年3月
16−19日、神奈川 

331) 佐々木純樹、大山智也、石田健人、草間博之 イミドイルシランとボロン酸エステル

の分子間カップリング反応、第97日本化学会春季年会、2017年3月16−19日、神奈川 
332) 中山寛美、石田健人、草間博之 光と銅触媒の協同作用によるアシルシランとイミン

のカップリング反応：N-(シリルメチル)アミドの新規合成法、第97日本化学会春季年

会、2017年3月16−19日、神奈川 
333) 阿出川穂、佐藤純平、清水司、石田健人、草間博之 o-アシルベンゾイルシランの光

異性化によるジアルコキシイソベンゾフラン型中間体の生成と多置換ナフトール類

合成への利用、第97日本化学会春季年会、2017年3月16−19日、神奈川 
334) 山崎北斗、萩原千尋、石田健人、草間博之 光増感エネルギー移動を利用したアルカ

ノイルシランからのカルベン生成とボロン酸エステルとのカップリング反応、第73回

* 
* 

* 

* 

* 
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有機合成化学協会関東支部シンポジウム、2017年5月20日、東京 

335) 石田健人、飛田郁也、山崎北斗、萩原千尋、草間博之 光とルイス酸触媒の協同作用

に基づくアシルシランとアルデヒドのカップリング反応、第111回有機合成シンポジウ

ム、2017年6月8−9日、岡山 
336) 山崎北斗、萩原千尋、石田健人、草間博之 光増感エネルギー移動を利用したアルカ

ノイルシランからのカルベン生成とボロン酸エステルとのカップリング反応、第34回
有機合成化学セミナー、2017年9月12−14日、石川 

337) 小野秀之、大山智也、石田健人、草間博之 光誘起電子移動反応を用いたイミドイル

シランと電子不足オレフィン類との分子間カップリング反応、第34回有機合成化学セ

ミナー、2017年9月12−14日、石川 
338) 中山寛美、石田健人、草間博之 光と銅触媒の協同作用によるアシルシランとN-アル

キルイミンの分子間カップリング反応、第34回有機合成化学セミナー、2017年9月
12−14日、石川 

339) 草間博之 光エネルギー移動を利用したアシルシランからのカルベン生成と合成反

応への利用、第4回次世代の有機化学・広島シンポジウム、2017年10月6日、広島、招

待講演 
340) 松田諒太、大山智也、小野秀之、石田健人、草間博之 光誘起電子移動によるビスシ

リルイミンからの逐次的ラジカル生成とオレフィン類との分子間カップリング反応、

第74回有機合成化学協会関東支部シンポジウム、2017年11月18−19日、新潟 
341) 小野瑛太、飯島福太郎、小林輝樹、大山智也、石田健人、岩澤伸治、草間博之 光で

駆動されるアシルシランとイソシアナートとの分子間カップリング反応、第98日本化

学会春季年会、2018年3月20−23日、千葉 
342) 西川大、阿出川穂、石田健人、草間博之 シロキシカルベンとイミン誘導体とのイリ

ド形成を経る置換ピロールの合成、第98日本化学会春季年会、2018年3月20−23日、千

葉 
343) 松田諒太、大山智也、石田健人、草間博之 光誘起電子移動によるビスシリルイミン

からの逐次的ラジカル生成とオレフィン類との分子間カップリング反応、第98日本化

学会春季年会、2018年3月20−23日、千葉 
344) 山崎北斗、萩原千尋、石田健人、草間博之 可視光増感三重項エネルギー移動を利用

したアルカノイルシランとボロン酸エステルの分子間カップリング反応、第98日本化

学会春季年会、2018年3月20−23日、千葉 
345) 持田邦夫、不安定ゲルマニウム化合物の構造と反応性、第20回ケイ素化学協会シンポ

ジウム、ケイ素化学協会賞受賞講演、2016年10月7日～8日、広島、招待講演 
346) 穴澤絵美、猪股航也、持田邦夫、ゲルマノン生成を伴う環状ゲルモキサンの漸次光縮

小反応、第20回ケイ素化学協会シンポジウム、2016年10月7日～8日、広島  
347) 高野沙也加、猪股航也、持田邦夫、１）アルカリ金属陽イオンの補足、２）抗がん作

用、など特異な性質を持つ、１、４－ジオキサンのゲルマニウム類縁体の合成と反応

、第20回 ケイ素化学協会シンポジウム、2016年10月7日～8日、広島 
348) 本松美麗、猪股航也、持田邦夫、カチオン性メタロゲルミレンとジイソ化合物類との

反応、第20回ケイ素化学協会シンポジウム、2016年10月7日～8日、広島、ポスター賞

（英国化学協会、Chem. Commun.賞） 
349) 金丸聡美、猪股航也、持田邦夫、Oxidation Reactions of Ge-Ge Bonds with Peroxides 

and  Pd Complexes、第21回ケイ素化学協会シンポジウム、2017年10月27日～28日、宮

* 

* 
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城 

350) 矢吹峻作、猪股航也、持田邦夫、Syntheses, Structures and Reactivity of Chlorogermylenes 
with N-P and P-P Bidentate Ligands、第21回ケイ素化学協会シンポジウム、2017年10月
27日～28日、宮城 

 
研究テーマ 2：エネルギー変換機構の解明 
351) 阿南真郷、高屋智久、岩田耕一 フェムト秒時間分解近赤外分光法で観測した2種類

のカロテノイドの励起ダイナミクス、平成27年度日本分光学会年次講演会、2015年6
月3日、東京 

352) 稲岡駿、岩田耕一 偏光ラマン分光法で測定したイオン液体中のクロロホルムの配向

緩和時間、平成27年度日本分光学会年次講演会、2015年6月3日、東京 
353) T. Takaya, K. Iwata, Femtosecond time-resolved near-IR stimulated Raman study on 

excitation dynamics of large π-conjugated systems: From carotenoids to photoconductive 
polymers, TRVS-2015, June 21-26, 2015, Madison, WI, USA．招待講演 

354) G. Mohri, T. Takaya, K. Iwata, Photoinduced Electron-Transfer Reaction of 9,9’-Bianthryl in 
Liposome Lipid Bilayers Observed with Femtosecond Time-Resolved Near-Infrared 
Spectroscopy, 2015 Korea-Japan Symposium on Frontier Photoscience (KJFP-2015), June 27, 
2015, Bareve Hotel, Jeju, Korea. 招待講演 

355) Y. Nojima, T. Takaya, K. Iwata, Thermal Diffusivity of Lipid Bilayer Membranes Estimated 
with Picosecond Time-resolved Raman Spectroscopy, 3rd Taiwan International Symposium on 
Raman Spectroscopy (TISRS 2015), July 1, 2015, Sun-Moon Lake, Nantou, Taiwan. 招待講

演 
356) S. Okino, T. Takaya, K. Iwata, Energy location and effective conjugation length of the 

low-lying excited states of oligothiophenes and polythiophene, 3rd Taiwan International 
Symposium on Raman Spectroscopy (TISRS 2015), July 1, 2015, Nantou, Taiwan． 

357) Y. Nojima, S. Kitamura, T. Takaya, K. Iwata, Energy transfer mechanism in liposome lipid 
bilayers studied with picosecond time-resolved Raman spectroscopy, 8th International 
Conference on Advanced Vibrational Spectroscopy (ICAVS8), July 16, 2015, Vienna, Austria． 

358) 岩田耕一  ラマン分光測定の実際、日本分光学会夏期セミナー、2015 年 9 月 2 日、

千葉、招待講演 
359) 沖野隼之介、高屋智久、岩田耕一  α-ポリチオフェンの時間分解近赤外分光：α-オ

リゴチオフェンとの比較による電子状態ダイナミクスの検討、第 9 回分子科学討論会、

2015 年 9 月 17 日、東京 
360) 高屋智久、岩田耕一  ポリ(3-ヘキシルチオフェン)励起ダイナミクスの溶媒依存性：

時間分解近赤外誘導ラマン分光による研究、第 9 回分子科学討論会、2015 年 9 月 17
日、東京 

361) 青木光哉、高屋智久、片岡佳代子、中里聡、新井達郎、岩田耕一  ピコ秒時間分解け

い光分光法で観測した第 2 世代スチルベンデンドリマーの分子内エネルギー移動：コ

ア励起とデンドロン励起の違い、第 9 回分子科学討論会、2015 年 9 月 17 日、東京 
362) 毛利豪、高屋智久、岩田耕一  脂質二重膜中でのビアントリルの光誘起電子移動反応

のフェムト秒時間分解近赤外分光：膜を構成する脂質による反応の違い、第 9 回分子

科学討論会、2015 年 9 月 18 日、東京 
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363) 阿南真郷、髙屋智久、岩田耕一  カロテノイド S2 状態の緩和ダイナミクスのフェム

ト秒時間分解近赤外分光測定、第 9 回分子科学討論会、2015 年 9 月 19 日、東京 
364) 北村捷、髙屋智久、岩田耕一  コレステロールを添加した DPPC 二重膜中でのエネル

ギー移動のピコ秒時間分解ラマン分光法による観測、第 9 回分子科学討論会、2015 年

9 月 19 日、東京 
365) K. Iwata, A. Z. Samuel, S. Yabumoto, K. Kawamura, Structure of porous PMMA thin film 

examined with multifocus Raman microspectroscopy, SciX2015, September 28, 2015, 
Providence, Rhode Island, USA. 招待講演 

366) M. Anan, T. Takaya, K. Iwata, Excited state dynamics of three carotenoids observed with 
femtosecond time-resolved absorption and stimulated Raman spectroscopies in near-IR”, 5th 
Asian Spectroscopy Conference (ASC5), September 29, 2015, Sydney, Australia. 

367) T. Takaya, M. Shinohara, G. Mohri, K. Iwata, Ultrafast  Charge  Separation  Dynamics  
of  Neutral π-Conjugate Systems  in  Solution  Observed  by  Time-Resolved  
Near-IR Absorption and Stimulated Raman Spectroscopy, 5th Asian Spectroscopy Conference 
(ASC5), October 2, 2015, Sydney, Australia. 招待講演 

368) K. Iwata, Weak Molecular Interaction in Condensed Phases Examined with Time-resolved 
spectroscopies - Raman and Near-Infrared Absorption, 5th Asian Spectroscopy Conference 
(ASC5), October 2, 2015, Sydney, Australia. 招待講演 (Plenary Lecture) 

369) K. Iwata, Lipid Bilayer Membranes as Field of Chemical Reactions-Characterization by 
Picosecond and Femtosecond Time-Resolved Spectroscopy, First International Symposium of 
Institute for Catalysis-Global Collaboration in Catalysis Science toward Sustainable Society, 
October 15, 2015, Sapporo, Japan. 招待講演 

370) 稲岡駿、岩田耕一  偏光ラマン分光法で測定したイオン液体中のクロロホルムの配向

緩和時間と二成分溶液の構造、第 6 回イオン液体討論会、2015 年 10 月 27 日、京都 
371) Y. Nojima, S. Kitamura, T. Takaya, K. Iwata, Characterizing lipid bilayer membranes with 

time-resolved spectroscopies, 2015 International Chemical Congress of the Pacific Basin 
Societies (Pacifichem 2015), December 16, 2015, Honolulu, Hawaii , USA. 招待講演 

372) K. Iwata, Femtosecond Time-resolved Near-infrared Absorption Spectroscopy of “Loose 
Electrons” as Photochemical Intermediates, Recent Advances in Molecular Spectroscopy: 
Fundamentals and Applications in Materials and Biology (RAMS2016), March 3, 2016, 
Hyderabad, India. 招待講演 

373) 高屋智久、小田達也、東達也、下元浩晃、伊藤大道、石橋千英、朝日剛、岩田耕一、

井原栄治 ポリ（ピレン置換メチレン）に集積したピレンのエキシマー形成ダイナミ

クス、日本化学会第 96 春季年会、2016 年 3 月 26 日、大阪 
374) 北村捷、京極信輔、Manjusha Joshi、中村浩之、岩田耕一  ピコ秒時間分解けい光分

光法で観測された単一成分脂質二重膜における不均一構造、日本化学会第 96 春季年

会、2016 年 3 月 27 日、大阪 
375) 岩田耕一  イオン液体における巨視的物性と微視的溶液内環境の関係，研究会「イオ

ン液体の分子科学～基礎からひも解く物性、機能～」，2016 年 6 月 24 日、東京、招待

講演 
376) K. Yamada, T. Takaya, K. Iwata, Excited-state dynamics of α-terthiophene in ionic liquids 

studied by femtosecond time-resolved near-infrared spectroscopy, TISRS & TARS summer 
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camp (Taiwan International Symposium on Raman Spectroscopy and Taiwan Association of 
Raman Spectroscopy summer camp), June 29, 2016, Taipei, Taiwan． 

377) S. Okino, T. Takaya, K. Iwata, Effective pi-conjugation in oligothiophenes (n=3 to 8) and 
polythiophene observed with femtosecond time-resolved near-infrared absorption 
spectroscopy, Gordon Research Converence on Vibrational Spectroscopy, July 17-22, 2016 
Biddeford, ME, USA. 

378) S. Kitamura, T. Takaya, K. Iwata, Effect of Cholesterol on Lipid Bilayer Membranes 
Estimated with Picosecond Time-Resolved Raman Spectroscopy, XXVth International 
Conference on Raman Spectroscopy (ICORS2016), August 15, 2016, Fortaleza, Brazil. 

379) 阿南真郷、髙屋智久、岩田耕一  アスタキサンチンの励起ダイナミクスの余剰エネル

ギー依存性:フェムト秒時間分解近赤外誘導ラマン分光法による観測、第 10 回分子科

学討論会、2016 年 9 月 13 日、兵庫 
380) 稲岡駿、岩田耕一  偏光ラマン分光法で測定したイオン液体中および分子性液体中で

のクロロホルムの回転緩和時間と溶液の構造、第 10 回分子科学討論会、2016 年 9 月

15 日、兵庫 
381) 山田健太、高屋智久、岩田耕一  フェムト秒時間分解近赤外分光法を用いたイオン液

体中におけるα-ターチオフェンの電子励起状態ダイナミクスの研究、第 10 回分子科

学討論会、2016 年 9 月 15 日、兵庫 
382) 沖野隼之介、高屋智久、岩田耕一  溶媒和電子観測のためのフェムト秒時間分解可視

近赤外分光計の製作、第 10 回分子科学討論会、2016 年 9 月 15 日、兵庫 
383) 高屋智久、藤松賢詩、榎田一平、古川行夫、岩田耕一  低バンドギャップ高分子 PTB7

およびその混合物薄膜の時間分解近赤外吸収および誘導ラマン分光計測、第 10 回分

子科学討論会、2016 年 9 月 15 日、兵庫 
384) K. Iwata, What we see by time-resolving in near-IR, SciX2016, September 22, 2016, 

Minneapolis, MN, USA. 招待講演 
385) T. Takaya, I. Enokida, Y. Furukawa, K. Iwata, Structure and Dynamics of Positive Polarons 

Photogenerated in Poly(3-hexylthiophene) Blend Films as Studied by Ultrafast Near-IR 
Stimulated Raman Spectroscopy, 12th Japan-China Joint Symposium on Conduction and 
Photoconduction in Organic Solids and Related Phenomena, October 18, 2016, Waseda, 
Tokyo, Japan. 招待講演 

386) M. Anan, T. Takaya, K. Iwata, Relaxation dynamics of astaxanthin observed with femtosecond 
time-resolved near-IR stimulated Raman spectroscopy”, NCTU-Gakushuin 2nd Student 
Symposium, October 21, 2016, Mejiro, Tokyo, Japan. 

387) 山田健太、髙屋智久、岩田耕一  イオン液体中におけるα-ターチオフェンの電子励

起状態ダイナミクスの研究:フェムト秒時間分解近赤外分光法による観測、第 7 回イオ

ン液体討論会、2016 年 10 月 24 日、石川 
388) 稲岡駿、岩田耕一  偏光ラマン分光法で測定したイオン液体中およびアルコール中の

クロロホルムの回転緩和時間と二成分溶液の構造、第 7 回イオン液体討論会、2016 年

10 月 24 日、石川 
389) K. Iwata, Local environment in ionic liquids and lipid bilayer membranes examined with 

Raman spectroscopy, 6th International Conference on Perspectives in Vibrational 
Spectroscopy (ICOPVS-2016), November 5, 2016, Lucknow, India. 招待講演  (Plenary 
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Lecture) 

390) M. Anan, T. Takaya, K. Iwata, Excited state dynamics of astaxanthin observed with 
femtosecond time-resolved near-IR stimulated Raman spectroscopy, 6th International 
Conference on Perspectives in Vibrational Spectroscopy (ICOPVS-2016), November 7, 2016, 
Luckknow, India. Spectrochmica Acta A Young Scientist Award 受賞． 

391) S. Kitamura, T. Takaya, K. Iwata, Effect of cholesterol on thermal diffusion in DPPC lipid 
bilayers observed with picosecond time-resolved Raman spectroscopy, 6th International 
Conference on Perspectives in Vibrational Spectroscopy (ICOPVS-2016), November 7, 2016, 
Lucknow, India. Spectrochmica Acta A Young Scientist Award 受賞． 

392) 岩田耕一  これならわかる「レーザー光を用いた反応追跡」、第 6 回 CSJ 化学フェス

タ 2016、2016 年 11 月 14 日、東京、招待講演 
393) 岩田耕一  ラマン分光の基礎と先端応用、分光セミナー、2016 年 11 月 15 日、東京、

招待講演 
394) K. Iwata, How we examine lipid bilayer membranes as field of chemical reaction with 

time-resolved spectroscopy, International Workshop Present and Future of Ultrafast 
Spectroscopy, March 14, 2017, Wako, Japan. 招待講演 

395) 稲岡駿、岩田耕一  偏光ラマン分光法で測定した 10 種類のイオン液体中でのクロロ

ホルムの回転緩和時間と溶液の構造、日本化学会第 97 春季年会、2017 年 3 月 17 日、

神奈川 
396) 北村捷、髙屋智久、岩田耕一  ピコ秒時間分解ラマン分光法で測定した DPPC 二重膜

中でのエネルギー移動過程-コレステロール添加の効果、日本化学会第 97 春季年会、 
2017 年 3 月 17 日、神奈川 

397) 梶田瑞穂、高屋智久、岩田耕一  フェムト秒時間分解近赤外分光法で観測したアセト

ニトリル中の trans-スチルベンの光イオン化、日本化学会第 97 春季年会、2017 年 3
月 18 日、神奈川 

398) 林春菜、北村捷、髙屋智久、Manjusha Joshi、中村浩之、岩田耕一  スチルベン修飾

脂肪酸を用いて評価した DMPC リポソーム脂質二重膜中の粘度の深さ依存性、日本化

学会第 97 春季年会、2017 年 3 月 18 日、神奈川 
399) T. Takaya, M. Shinohara, K. Iwata Structural relaxation dynamics of poly 

(p-phenylenevinylene) derivative in solution: Direct observation by ultrafast near-IR 
spectroscopy，日本化学会第 97 春季年会、2017 年 3 月 18 日、神奈川 

400) K. Iwata, Properties of liposome lipid bilayer membranes examined by time-resolved Raman 
and fluorescence spectroscopies, 3rd Symposium on Weak Molecular Interactions, March 29, 
2017, Opole-Groszowice, Poland. 招待講演 

401) K. Iwata, Viscosity, thermal diffusivity, and polarity of lipid bilayer membranes estimated 
from fast time-resolved spectroscopic measurements, Frontier Bioorganization Forum 2017: 
Dynamical ordering and integrated functions of biomolecular systems, April 26, 2017, Taipei, 
Taiwan. 招待講演 

402) 時田司、高屋智久、岩田耕一  フェムト秒レーザーを光源に用いた高安定ピコ秒時間

分解ラマン分光計の製作、平成 29 年度日本分光学会年次講演会、2017 年 5 月 23 日、

東京 
403) 梶田瑞穂、高屋智久、岩田耕一  フェムト秒時間分解近赤外分光法で観測したアセト
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ニトリル溶媒中での trans-スチルベンの光イオン化過程、平成 29 年度日本分光学会年

次講演会、2017 年 5 月 23 日、東京 
404) 山田健太、高屋智久、岩田耕一  イオン液体中および分子性液体中におけるα-ター

チオフェンの励起状態ダイナミクスの近赤外分光法およびけい光分光法による時間

分解測定、平成 29 年度日本分光学会年次講演会、2017 年 5 月 24 日、東京 
405) 沖野隼之介、高屋智久、岩田耕一  フェムト秒時間分解可視近赤外分光計の製作と電

子の水和初期過程の観測、平成 29 年度日本分光学会年次講演会、2017 年 5 月 24 日、

東京 
406) 林春菜、高屋智久、マンジュシャ  ジョシ、中村浩之、岩田耕一  DMPC 脂質二重膜

中でのスチルベンけい光プローブの時間分解けい光分光測定と粘度の深さ依存性の

評価、平成 29 年度日本分光学会年次講演会、2017 年 5 月 24 日、東京、ポスター賞受

賞 
407) K. Iwata, Resonance Raman Spectroscopy of “Loose Electrons” with Stimulated Raman 

Scattering in Near-infrared, 9th International Conference on Advanced Vibrational 
Spectroscopy (ICAVS2017), June 12, 2017, Victoria, BC, Canada. 招待講演 

408) K. Iwata, Electronic and Vibrational Relaxation Examined with Femtosecond Time-resolved 
Absorption and Stimulated Raman Spectroscopy in Near-infrared, 5th Taiwan International 
Symposium on Raman Spectroscoy (TISRS2017), June 28, 2017, Chiayi City, Taiwan. 招待

講演 (Plenary Talk) 
409) K. Iwata, Basic Theory for Non-linear Raman Processes, Taiwan Association of Raman 

Spectroscopy Summer Camp (TARS Summer Camp 2017), June 30, 2017, Chiayi City, 
Taiwan. 招待講演 

410) K. Iwata, Examining Lipid Bilayer Membranes with Time-resolved Spectroscopies”, Koichi 
Iwata, 6th Asian Spectroscopy Conference (ASC6), September 5, 2017, Hsinchu, Taiwan. 招
待講演 (Keynote Lecture) 

411) 岩田耕一  特異な化学反応場としての脂質二重膜-時間分解分光法による特性評価、

第 11 回分子科学討論会、2017 年 9 月 15 日、宮城、招待講演 
412) 阿南真郷、高屋智久、岩田耕一  β-ヨノン環に置換基を有する 4 種のカロテノイド

の内部転換および振動エネルギー緩和速度の検討 第 11 回分子科学討論会、2017 年 9
月 15 日、宮城 

413) 沖野隼之介、高屋智久、岩田耕一  水の２光子イオン化により発生した電子のダイナ

ミクス：フェムト秒時間分解マルチチャンネル可視近赤外吸収分光による観測、第 11
回分子科学討論会、2017 年 9 月 15 日、宮城、優秀講演賞受賞 

414) 林春菜、Manjusha Joshi、高田直人、髙屋智久、中村浩之、申惠媛、岩田耕一  一定

の深さにおける細胞膜粘度評価法の開発、第 11 回分子科学討論会、2017 年 9 月 15 日、

宮城 
415) 時田司、高屋智久、岩田耕一  フェムト秒レーザーを光源に用いたピコ秒時間分解ラ

マン分光計の製作と性能評価、第 11 回分子科学討論会、2017 年 9 月 16 日、宮城 
416) 梶田瑞穂、高屋智久、岩田耕一  フェムト秒時間分解近赤外分光法で観測した溶液中

の trans-スチルベンの光イオン化過程、第 11 回分子科学討論会、2017 年 9 月 16 日、

宮城 
417) K. Iwata, Loose electrons traced with time-resolved near-infrared spectroscopy - absorption 

* 
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and non-linear Raman, International Conference on Spectroscopy of Biomolecules and 
Advanced Materials (ICSBAM 2017), October 4, 2017, Alappuzha, Kerala, India. 招待講演 

418) M. Kajita, T. Takaya, K. Iwata, Photoionisation of trans-Stilbene in Acetonitrile Observed 
with Femtosecond Time-resolved near-IR Spectroscopy, International Conference on 
Spectroscopy of Biomolecules and Advanced Materials (ICSBAM 2017), October 6, 2017, 
Alappuzha, Kerala, India.  

419) H. Hayashi, S. Kitamura, T. Takaya, M. Joshi, H. Nakamura, K. Iwata,  Depth Dependence of 
Viscosity of Lipid Bilayers in DMPC Lliposomes with Picosecond Time-resolved 
Fluorescence Spectroscopy, International Conference on Spectroscopy of Biomolecules and 
Advanced Materials (ICSBAM 2017), October 6, 2017, Alappuzha, Kerala, India.  

420) T. Tokita, T. Takaya, K. Iwata, Development of a Stable Picosecond Time-resolved Raman 
Spectrometer With a Femtosecond Light Source, International Conference on Spectroscopy of 
Biomolecules and Advanced Materials (ICSBAM 2017), October 6, 2017, Alappuzha, Kerala, 
India.  

421) K. Yamada, T. Takaya, K. Iwata, Effect of ionic liquids on excited-state dynamics of P3HT 
and α-terthiophene, 2017 Gakushuin–NCTU Symposium, November 3, 2017, Hsinchu, 
Taiwan. 

422) S. Okino, T. Takaya, K. Iwata, Initial hydration process of electrons generated by two-photon 
ionization observed with femtosecond time-resolved visible-near IR spectroscopy, 2017 
Gakushuin–NCTU Symposium, November 3, 2017, Hsinchu, Taiwan. 

423) 岩田耕一  時間分解分光法でみる化学反応、九州大学理学部化学教室談話会、2017
年 11 月 20 日、福岡、招待講演 

424) 山田健太、髙屋智久、岩田耕一  P3HT およびα-ターチオフェンの電子励起状態ダイ

ナミクスへのイオン液体の影響、第 8 回イオン液体討論会、2017 年 11 月 23 日、東京 
425) 岩田耕一  細胞膜の基礎計測とナノドメイン構造、第 2 回秩序化分子システムワーク

ショップ、2017 年 12 月 26 日、奈良、招待講演 
426) K. Iwata, Characterizing Lipid Bilayer Membranes with time-resolved Spectroscopies – 

Viscosity and Polarity, The 14th Biennial DAE-BRNS Trombay Symposium on Radiation and 
Photochemistry (TSRP-2018), January 3, 2018, Mumbai India. 招待講演 

427) S. Okino, T. Takaya, K. Iwata, Early Stage of Electron Hydration Studied with Femotosecond 
Time-resolved Visible Near-IR Spectroscoy with Multichannel Detection, The 14th Biennial 
DAE-BRNS Trombay Symposium on Radiation and Photochemistry (TSRP-2018), January 5, 
2018, Mumbai India. 

428) K. Iwata, Characterization of Lipid Bilayer Membranes with Time-Resolved Spectroscopy, 
The 10th Asian Conference on Ultrafast Phenomena (ACUP2018), January 10, 2018, Hong 
Kong. 招待講演 

429) K. Iwata, Spectroscopy of Molecules Favoured by Raman Followers, 90 Years of Raman 
Effect: Current Status and Future Directions, March 1, 2018, Bangalore, India. 招待講演 
(Plenary Lecture) 

430) 岩田耕一  化学反応を追跡するための分光実験、神奈川大学理学部化学科シンポジウ

ム「化学のための最先端光科学」、2018 年 3 月 10 日、神奈川、招待講演 
431) 梶田瑞穂、Liao Jingyuan、高屋智久、岩田耕一、平岡秀一 自己組織化したナノキュ

* 

* 
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ーブに包接されたcis-スチルベンの光応答、日本化学会第98春季年会、2018年3月22日、

千葉 
432) Y. Saito (2016) Tip-enhanced Raman Spectroscopy applied to nano-carbons, 7th UK-Japan 

Symposium on Fundamental Research Advances in Carbon Nanomaterials (13 June, 2016, 
London UK)、招待講演 

433) 齊藤結花、近接場ラマン顕微鏡: Near-field Raman microscope、SIMSと関連技術による

化学イメージング、2016年8月29日、東京、招待講演 
434) Y. Saito (2016) Improvement of deep-UV photocatalytic effect by spectroscopic analysis, 

FACSS The Federation of Analytical and Chemistry and Spectroscopy Society, (20 September 
2016, Minneapolis, USA) , 招待講演 

435) Y. Saito, R. Kato, P. Verma (2017) Scanning Near-filed Optical Microscopy for Nano-Scale 
Analysis, 5th International Taiwan Symposium on Raman Spectroscopy TISRS 2017, (28-29 
June 2017, Hsinshu, Taiwan) 

436) 齊藤結花 (2017) 近接場光学顕微鏡とナノスケール分光、東大工学部第９回応化談話

会2017年7月25日、東京、招待講演 
437) 森基彰、安倍駿介、近藤崇博、齊藤結花、表面増強ラマン散乱を用いた脂質二重膜の

ラマンイメージング、応用物理学会第78回秋季学術講演会、2017年9月7日、福岡 
438) M. Mori, S. Abe, T. Kondo, Y. Saito (2018) Raman imaging of lipid bilayer membrane by 

surface enhanced Raman scattering, SPIE Photonics West 2018, (30 January 2018, San 
Francisco, USA). 

439) T. Kondo, S. A. Kulinich, Y. Saito, S. Iwamori (2018) Laser ablation in water for Sn-based 
nanomaterials synthesis by millisecond-pulsed laser, SPIE Photonics West 2018, (30 January 
2018, San Francisco, USA). 

440) 広瀬健太、近藤崇博、齊藤結花、Individual nano-particles probed by resonant Rayleigh 
scattering spectroscopy、応用物理学会第65回春季学術講演会、2018年 3月19日、東京 

441) Kohno, J. (2015) Dynamics of chemical reactions induced by droplet collision. 2nd 
International Symposium on Weak Molecular Interactions (5-6 March 2015, Tokyo). 招待講

演 
442) Suzuki, T., Kohno, J. (2015) Laser spectroscopic observations of droplet collision dynamics. 

2nd International Symposium on Weak Molecular Interactions (5-6 March 2015, Tokyo). 
443) Kihara, Y., Kohno, J. (2015) Adsorption dynamics of surfactant on solution surface measured 

by cavity enhanced Raman spectroscopy. 2nd International Symposium on Weak Molecular 
Interactions (5-6 March 2015, Tokyo). 

444) Eguchi, T., Kohno, J. (2015) Development of Raman spectrometer for evaluation of single 
particle trapped in Paul trap. 2nd International Symposium on Weak Molecular Interactions 
(5-6 March 2015, Tokyo). 

445) Anahara, K., Kohno, J. (2015) Raman spectroscopic observation of reaction between H2SO4 
and NaOH induced by droplet collision. 2nd International Symposium on Weak Molecular 
Interactions (5-6 March 2015, Tokyo). 

446) Nirasawa, T., Kohno, J. (2015) Attachment of counter ions to lysozyme ion isolated in teh gas 
phase by IR-laser ablation of droplet beam. 2nd International Symposium on Weak Molecular 
Interactions (5-6 March 2015, Tokyo). 

447) Takano, Y., Kikkawa, S., Suzuki, T., Kohno, J. (2015) Collisional reaction of aerosol droplets: 

* 
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Coloring reaction of phenolphthalein. EMN Meeting on Droplets 2015 (8-10 May 2015, 
Phuket, Thailand). 招待講演。 

448) 韮澤拓哉、河端里奈、浅見祐也、河野淳也 液滴分子線赤外レーザー蒸発法によって

気相単離したリゾチームに付着する対イオン効果、第9回 分子科学討論会、2015年9
月16-19日、東京 

449) 浅見祐也、河野淳也 液滴分子線赤外レーザー蒸発法によるグアニンヌクレオチドの

気相分光：親イオンの長時間トラップと紫外光解離、第9回 分子科学討論会、2015年
9月16-19日、東京 

450) 木原靖人、浅見祐也、河野淳也 共振増強液滴ラマン分光法によるアルコール分子の

動的界面吸着過程の観測、第9回 分子科学討論会、2015年9月16-19日、東京 
451) 江口貴昭、河野淳也 触媒微粒子の合成評価を目指した粒子トラップーラマン分光装

置の開発、第9回 分子科学討論会、2015年9月16-19日、東京 
452) 穴原和真、河野淳也 H2SO4とNaOHの反応過程の液滴衝突ラマン分光による観測、

第9回 分子科学討論会、2015年9月16-19日、東京 
453) Kohno, J. (2015) Chemical reactions induced by collision of aerosol droplets. Pacifichem 

2015 (15-20 December 2015, Honolulu, Hawai, USA).  
454) Anahara, K., Kohno, J. (2015) Raman spectroscopic observation of collisional reaction 

between H2SO4 and NaOH droplets. Pacifichem 2015 (15-20 December 2015, Honolulu, 
Hawai, USA).  

455) 河野淳也 液滴衝突による化学反応の誘起と観測、日本化学会第96春季年会、2016年
3月24-27日、京都 

456) 穴原和真、河野淳也 HSO4
-とOH-の反応過程の液滴衝突ラマン分光による観測、日本

化学会第96春季年会、2016年3月24-27日、京都 
457) 木原靖人、浅見祐也、河野淳也 共振増強液滴ラマン分光法を用いたアルコール分子

の蒸発および界面吸着過程の観測、日本化学会第96春季年会、2016年3月24-27日、京

都 
458) 江口貴昭、小川雅人、河野淳也 タンデムトラップ - ラマン分光装置による単一微粒

子の合成と同定、日本化学会第96春季年会、2016年3月24-27日、京都 
459) 小川雅人、江口貴昭、河野淳也 タンデムトラップ反応装置におけるトラップ粒子搬

送機構の開発とトラップ内での2液滴混合、日本化学会第96春季年会、2016年3月24-27
日、京都 

460) 浅見祐也、河端里奈、河野淳也 液滴分子線赤外レーザー蒸発法を用いたミオグロビ

ン水和クラスターイオンの光解離、第10回 分子科学討論会、2016年9月13-15日、兵庫 
461) 木原靖人、浅見祐也、河野淳也 共振増強液滴ラマン分光法を用いた水溶液界面にお

けるアルコール分子の蒸発および吸着過程の観測、第10回 分子科学討論会、2016年9
月13-15日、兵庫 

462) 根岸孝輔、河野淳也 液滴からの誘導ラマン散乱高次光の発生と液滴形状による強度

変化、第10回 分子科学討論会、2016年9月13-15日、兵庫 
463) 韮澤拓哉、河内宣志、浅見祐也、河野淳也 液滴分子線赤外レーザー蒸発－イオント

ラップSWIFT法によるリゾチームイオンの価数選択的気相単離、第10回 分子科学討

論会、2016年9月13-15日、兵庫 
464) 穴原和真、河野淳也 相溶性の２液滴の衝突過程に現れる準安定界面の動的挙動、第

10回 分子科学討論会、2016年9月13-15日、兵庫 

* 

* 

 40 / 53 
 



（様式１） 
 

法人番号 131008 
プロジェクト番号 S1511004 

 
465) 金山大飛、関将宏、浅見祐也、河野淳也 液滴赤外レーザー蒸発法による分子の大気

中への単離と大気レーザープラズマによるイオン化、2016年9月13-15日、兵庫 
466) 河内宣志、浅見祐也、河野淳也 液滴分子線赤外レーザー蒸発法を用いたGMPプロト

ン付加体の紫外光解離分光、日本分光学会年次講演会、2017年5月23-25日、東京 
467) 河野淳也 液滴衝突反応の観測－溶液反応の高速解析をめざして、分光学夢シンポジ

ウム、2017年5月25日、東京、招待講演 
468) Kohno, J., Ebara, S., Eguchi, T. (2017) Synthesis, Raman spectroscopic identification and 

evaluasion of single-particle catalyst in electrodynamic trap. 9th International Conference on 
Advanced Vibrational Spectroscopy (11-16 June 2017, Victoria, Canada). 

469) Negishi, K., Kohno, J. (2017) Internal State of Colliding Liquid Droplet Studied by Resonance 
Enhanced Stimulated Raman Scattering. 9th International Conference on Advanced 
Vibrational Spectroscopy: ICAVS9 (11-16 June 2017, Victoria, Canada). 

470) Kohno, J. (2017) Dynamics of liquid interface following droplet collision. Droplets 2017 
(24-26 July 2017, Los Angeles, USA). 

471) 江口貴昭、江原周斗、河野淳也 タンデムトラップを用いた液滴からの単一粒子触媒

の合成と評価、第11回 分子科学討論会、2017年9月15-18日、宮城 
472) 浅見祐也、長谷川朋子、河野淳也 液滴分子線赤外レーザー蒸発法を用いた変性アル

ブミンイオンの気相分光、第11回 分子科学討論会、2017年9月15-18日、宮城 
473) 茂山亜凜、浅見祐也、河野淳也 ダンシルクロリド溶液とイソプロピルアミンの液滴

衝突による蛍光増強反応、第11回 分子科学討論会、2017年9月15-18日、宮城 
474) 河内宣志、浅見祐也、河野淳也 液滴分子線赤外レーザー蒸発・紫外光解離分光法に

よる気相単離リゾチームの水和構造、第11回 分子科学討論会、2017年9月15-18日、宮

城 
475) 根岸孝輔、河野淳也 共振増強ラマン散乱から見る衝突液滴界面の構造、第11回 分子

科学討論会、2017年9月15-18日、宮城 
476) 金山大飛、関将弘、浅見祐也、河野淳也 衝突液滴の赤外レーザー蒸発質量分析を用

いた溶液反応初期過程の観測、第11回 分子科学討論会、2017年9月15-18日、宮城 
477) Asami, H., Hasegawa, T., Kohno, J. (2017) Chemical Denaturation of Bovine Serum Albumin 

Observed by DUV Photoelectron Yield Spectroscopy Combined with IR-Laser Ablation of 
Droplet Beam. SciX 2017 (8-13 October 2017, Reno, USA). 

478) Kawauchi, N., Asami, H., Kohno, J. (2017) Hydration Effect on Lysozyme in Gas Phase 
Studied by UV-Photodissociation Spectroscopy in Combination with Droplet-Beam IR Laser 
Ablation. SciX 2017 (8-13 October 2017, Reno, USA). 

479) 河内宣志、浅見祐也、河野淳也 DUV excitation dynamics of divalent lysozyme ions in the 
gas phase isolated by droplet-beam IR laser ablation、日本化学会第98春季年会、2018年3
月20-23日、千葉 

480) 中村優里、浅見祐也、河野淳也 価数制御された気相シトクロムcイオンの可視光解離

スペクトル、日本化学会第98春季年会、2018年3月20-23日、千葉 
481) 城野杏奈、浅見祐也、河野淳也 静電トラップ装置を用いた単一微粒子の高感度ラマ

ン分光、日本化学会第98春季年会、2018年3月20-23日、千葉 
482) Ehara, N., Yamakawa, K.，Arakawa, I., “Growth process of D2O cluster in CH4 matrix with 

annealing by FTIR spectroscopy”, 24th Colloquium on High Resolution Molecular 
Spectroscopy, August 24th-28th, 2015, Dijon, France. 
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483) Sugimoto, T., Yamakawa, K.，Arakawa, I., “The nuclear spin conversion rate of CH4 in a Kr 

matrix measured by FTIR spectroscopy”, 24th Colloquium on High Resolution Molecular 
Spectroscopy, August 24th-28th, 2015, Dijon, France. 

484) Shimazaki, Y.，Yamakawa, K.，Arakawa, I.，“FTIR spectroscopy of D2O clusters isolated in 
solid rare-gas matrices”, 24th Colloquium on High Resolution Molecular Spectroscopy, 
August 24th-28th, 2015, Dijon, France. 

485) 嶋崎陽一、山川紘一郎、荒川一郎 希ガスマトリックス中に単離されたD2O クラスタ

ーの赤外吸収スペクトル、2015年真空・表面科学合同講演会、2015年12月1-3日、茨城 
486) 杉本建、山川紘一郎、荒川一郎 メタン吸着層の赤外吸収スペクトルの膜厚・アニー
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555) A. Torii, M. Takahashi, H. Shibayama, Y. Eto, H. Saito, T. Hirano, Spontaneous Symmetry 
Breaking in Dissipative Spinor Bose-Einstein Condensates, 新学術領域「ゆらぎと構造の協

奏」第 4 回領域研究会、2017 年 6 月 23 日～24 日、東京 
556) H. Shibayama, A. Torii, K. Shibata, Y. Eto, H. Saito, T. Hirano, Phase separation dynamics of 

two-component Bose-Einstein condensates in various optical trap shapes、新学術領域「ゆら

ぎと構造の協奏」第 4 回領域研究会、2017 年 6 月 23 日～24 日、東京 
557) Takuya Hirano, Non-equilibrium Dynamics of Multi-component Bose-Einstein Condensates、

新学術領域「ゆらぎと構造の協奏」第 4 回領域研究会、2017 年 6 月 23 日～24 日、東

京 
558) H. Shibayama, T. Kuwamoto, Development for vortex nucleation in optically trapped 

Bose-Einstein condensate by topological phase imprinting, August 21-25 2017, The 24th 
Congress of the International Commission for Optics, Keio Plaza Hotel, Tokyo. 

559) A. Shinjo, Y. Eto, T. Hirano, Time-domain measurement of continuous-variable entanglement 
using temporally shaped local oscillator pulses, August 21-25 2017, The 24th Congress of the 
International Commission for Optics, Keio Plaza Hotel, Tokyo. 

560) S. Oya, K. Hirakawa, T. Igarashi, N. Inoue, R. Namiki, T. Hirano, High-speed operation of 
four-state continuous-variable quantum key distribution using quantum random numbers, 
August 21-25 2017, The 24th Congress of the International Commission for Optics, Keio 
Plaza Hotel, Tokyo. 

561) M. Ono, T. Matsubara, T. Ichikawa, R. Namiki, T. Hirano, Development of 100 km 
continuous-variable quantum key distribution system secure against an individual attack, 
August 21-25 2017, The 24th Congress of the International Commission for Optics, Keio 
Plaza Hotel, Tokyo. 

562) Hitoshi Shibayama, Aki Torii, Kosuke Shibata, Yujiro Eto, Hiroki Saito, Takuya Hirano, Phase 
separation dynamics of two-component Bose Einstein condensates in various optical trap 
shapes, 第 78 回応用物理学会 秋季学術講演会 JSAP-OSA Joint Symposia, 2017 年 9 月

5 日～8 日、福岡 
563) Kosuke Shibata, Hitoshi Shibayama, Aki Torii, Ryota Suzuki, Hiroyuki Toda, Yujiro Eto, 

Masahiro Takahashi, Hiroki Saito, Takuya Hirano, Phase separation of Rabi-coupled spin 
states in an 87 Rb F =1 BEC, 第 78 回応用物理学会 秋季学術講演会 JSAP-OSA Joint 
Symposia, 2017 年 9 月 5 日～8 日、福岡 

564) Yujiro Eto, Hitoshi Shibayama, Aki Torii, Hiroki Saito, Takuya Hirano, Observation of 
self-organized coherence in dissipative spinor Bose-Einstein condensates, 第 78 回応用物理

学会 秋季学術講演会 JSAP-OSA Joint Symposia, 2017 年 9 月 5 日～8 日、福岡 
565) 平野琢也  多成分ボース・アインシュタイン凝縮体における原子衝突、原子衝突学会

第 42 回年会、2017 年 9 月 8 日～9 日、東京、招待講演 
566) Takuya Hirano, Ryo Namiki, Motoharu Ono, Tsubasa Ichikawa, Masato Yoshida, Toshihiko 

Hirooka, Keisuke Kasai, and Masataka Nakazawa, Demonstration of quantum cipher 
communication using quadrature amplitude modulation technologies over 100 km optical 

* 
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fiber, September 18-22 2017, 7th International Conference on Quantum Cryptography 
(QCrypt 2017), University of Cambridge, United Kingdom. 

567) A. Torii, R. Suzuki, H. Toda , H. Shibayama, K. Shibata, M. Takahashi, Y. Eto, H. Saito, T. 
Hirano, Phase Separation of Rabi-Coupled Spin States in an 87Rb F=1 BEC, 2017 年 11 月 20
日～23 日 , International Symposium on Fluctuation and Structure out of Equilibrium 
2017(SFS2017), 宮城 

568) H. Shibayama, A. Torii, K. Shibata, M. Takahashi, Y. Eto, H. Saito, T. Hirano, Phase 
Separation and Pattern Formation of Binary Bose-Einstein Condensates in Various Optical 
Trap Shapes, 2017年11月20日(月)～23日(木), International Symposium on Fluctuation and 
Structure out of Equilibrium 2017(SFS2017), 宮城 

569) K. Shibata, H. Shibayama, A. Torii, R. Suzuki, H. Toda, T. Hirano, In Situ Observation of 
Bose-Einstein Condensates in Optical Traps of Various Shapes, 2017 年 11 月 20 日(月)～23
日 ( 木 ), International Symposium on Fluctuation and Structure out of Equilibrium 
2017(SFS2017), 宮城 

570) Y. Eto, H. Shibayama, A. Torii, H. Saito, T. Hirano, Spin Sculpting in Dissipative Spinor 
Bose-Einstein Condensates, 2017 年 11 月 20 日(月)～23 日(木), International Symposium on 
Fluctuation and Structure out of Equilibrium 2017(SFS2017), 宮城 

571) 柴田康介、柴山均、鳥居明季、戸田寛之、鈴木涼太、衞藤雄二郎、斎藤弘樹、平野琢

也  ラビ結合した２成分ボース・アインシュタイン凝縮体の相分離ダイナミクス、日

本物理学会第 73 回年次大会、2018 年 3 月 22 日～25 日、千葉 
572) 柴山均、鳥居明季、柴田康介、衞藤雄二郎、斎藤弘樹、平野琢也  ボース・アインシ

ュタイン凝縮体の相分離ダイナミクス光トラップ形状依存性 III、日本物理学会第 73
回年次大会、2018 年 3 月 22 日～25 日、千葉 

573) 戸田寛之、鳥居明季、鈴木涼太、柴山均、柴田康介、平野琢也 スピン２ボース・ア

インシュタイン凝縮体の連続撮像、日本物理学会第73回年次大会、2018年3月22日～

25日、千葉 
574) K. Hiraki, T. Takahashi, T. Nakamura, B. Zhou and R. Kato, Metal-Insulator transition of the 

Field Induced Superconductor, λ-BETS2FeCl4; Studied by microscopic point of view, The 
11th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors, and Magnets 
(ISCOM2015), Sept. 6-11, 2015, Bad Goegging, Germany. 

575) A. Hasegawa, M. Sato, R. Sugiura, K. Hiraki, T. Takahashi, K. Murata and R. Kato, 
Microscopic study of donor-acceptor type one dimensional charge transfer complex, 
HMTSF-TCNQ, The 11th International Symposium on Crystalline Organic Metals, 
Superconductors, and Magnets (ISCOM2015), Sept. 6-11, 2015, Bad Goegging, Germany. 

576) M. Takagi, T. Yoshikawa, K. Otsuka, K. Hiraki, T. Takahashi and R. Kato, Pt-NMR study on 
X[Pt(dmit)2]2 system, The 11th International Symposium on Crystalline Organic Metals, 
Superconductors, and Magnets (ISCOM2015), Sept. 6-11, 2015, Bad Goegging, Germany. 

577) D. P. Sari, R. Asih, K. Hiraki, Y. Ishii, H. Kumagai, A. Kawamoto, T. Takahashi, I. Watanabe, 
T. Nakano, Y. Nozue, Superconducting Properties of Non-magnetic Anion Based Organic 
Superconductor λ-(BETS)2GaCl4 Studied by µSR,日本物理学会2015年度秋季大会、2015 
年9 月16日～19日、大阪 

578) 開康一、島本匠哉、高橋利宏 α-(STF)2I3 の13C-NMR日本物理学会第71回年次大会、2016
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年3月19～22日、宮城 

579) 佐藤昌志、長谷川綾香、開康一、高橋利宏、中村敏和、村田恵三、加藤礼三、擬一次

元導体HMTSF-TCNQ の77Se-NMR 測定III、日本物理学会第71回年次大会、2016年3月
19～22日、宮城 

580) D. P. Sari, R. Asih, K. Hiraki, Y. Ishii, H. Kumagai, A. Kawamoto, T. Takahashi, I. Watanabe, 
T. Nakano, Y. Nozue, Probing the Superconducting Ground State of Organic Superconductor 
λ-(BETS)2GaCl4、日本物理学会第71回年次大会、2016年3月19～22日、宮城 

581) K. Hiraki, T. Shimamoto and T. Takahashi, Local susceptibility and charge imbalance in the α 
type I3 salts, International Conference on Science and Technology of Synthetic Metals 2016 
(ICSM2016), 26 June－1 July 2016, Guangzhou, China. 

582) M. Takagi, K. Otsuka, T. Yoshikawa, K. Hiraki, T. Takahashi and R. Kato, 195Pt-NMR study of 
(Me4P)[Pt(dmit)2]2, International Conference on Science and Technology of Synthetic Metals 
2016 (ICSM2016), 26 June－1 July 2016, Guangzhou, China. 

583) R. Sugiura, M. Sato, A. Hasegawa, K.Hiraki, T. Takahashi, T. Nakamura, K. Murata and R. 
Kato, NMR study of one dimensional charge transfer complex, HMTSF-TCNQ, International 
Conference on Science and Technology of Synthetic Metals 2016 (ICSM2016), 26 June－1 
July 2016, Guangzhou, China. 

584) H. Kurahashi, A. Yajima, K. Hiraki, T. Takahashi, H. Kang, Y. J. Jo, W. Kang and O. H. 
Chung, Anion dynamics of (TMTSF)2FSO3 under pressure; 19F-NMR analysis, International 
Conference on Science and Technology of Synthetic Metals 2016 (ICSM2016), 26 June－1 
July 2016, Guangzhou, China. 

585) K. Hiraki, T. Takahashi and R. Kato, Spin dynamics in the low magnetic field region of 
λ-(BETS)2FeCl4; 13C-NMR analysis, International Conference on Science and Technology of 
Synthetic Metals 2016 (ICSM2016), 26 June－1 July 2016, Guangzhou, China. 

586) 杉浦亮、佐藤昌志、長谷川綾香、開康一、高橋利宏、中村敏和、村田恵三、加藤礼三、

擬一次元導体HMTSF-TCNQ のNMR 研究IV、日本物理学会2016年度秋季大会、2016 
年9 月13日～16日、石川 

587) 倉橋裕之、谷島昭雄、薩川秀隆、開康一、高橋利宏、H. Kang、Y. J. Jo、W. Kang, O. H. 
Chung、(TMTSF)2FSO3の高圧領域での19F-NMR 研究、日本物理学会2016年度秋季大

会、2016 年9月13日～16日、石川 
588) D. P. Sari, R. Asih, K. Hiraki, Y. Ishii, H. Kumagai, A. Kawamoto, T. Takahashi, I. Watanabe, 

T. Nakano, Y. Nozue, Superconducting Pairing Symmetry of the Non-Magnetic Anion Based 
Organic Superconductor λ-(BETS)2GaCl4、日本物理学会2016年度秋季大会、2016年9月
13日～16日、石川 

589) 開康一、島本卓哉、高橋利宏、α-(STF)2I3の
13C-NMR、日本物理学会第72 回年次大会、

2017 年3月17日～20日、大阪 
590) 杉浦亮、佐藤昌志、長谷川綾香、開康一、高橋利宏、中村敏和、村田恵三、加藤礼三、

擬一次元導体HMTSF-TCNQ のNMR 研究V、日本物理学会第72 回年次大会、2017年3 
月17日～20日、大阪 

591) D. P. Sari, R. Asih, K. Hiraki, Y. Ishii, T. Takahashi, T. Koretsune, H. Seo, I.Watanabe, T. 
Nakano and Y. Nozue, Superconducting state of λ-(BETS)2GaCl4 studied by µSR and DFT 
calculations、日本物理学会第72 回年次大会、2017年3月17日～20日、大阪 

592) 開康一、杉浦亮、佐藤昌志、長谷川綾香、高橋利宏、村田惠三、中村敏和、加藤礼三、

* 

* 
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擬一次元導体 HMTSF-TCNQ の NMR 研究 VI、日本物理学会第73 回年次大会、2018 
年3 月22日～25日、千葉 

593) Hal Tasaki, Typicality and Thermalization in Isolated Macroscopic Quantum Systems, 113th 
Statistical Mechacanics Meeting (May 12, 2015, Rutgers University, New Jersey, USA) 
招待講演 

594) Hal Tasaki, Typicality and thermalization in isolated quantum systems, Yukawa International 
Seminar 2015 (YKIS 2015): New Frontiers in Non-equilibrium Statistical Physics 2015, (Aug. 
19, 2015, YITP, Kyoto) 招待講演 

595) Hal Tasaki, What is thermal equilibrium and how do we get there?, "Statistics, Quantum 
Information and Gravity", IPMU (Kashiwa), September 26, 2016 招待講演 

596) Hal Tasaki, What is thermal equilibrium and how do we get there?, Quantum Entanglement 
2017, National center for theoretical sciences, Taipei, Taiwan, January 7, 2017 招待講演 

597) Hal Tasaki, Spontaneous "symmetry breaking" and entanglement formation in coupled 
Bose-Einstein condensates, Quantum Entanglement 2017, National center for theoretical 
sciences, Taipei, Taiwan, January 9, 2017 招待講演 

598) Hal Tasaki, What is thermal equilibrium and how do we get there?, "Physical and 
mathematical approaches to interacting particle systems", Tokyo Institute of Technology 
(Tokyo), January 11, 2017 招待講演 

599) Hal Tasaki, Efficient Heat Engines are Powerless: Universal tradeoff relation between current 
and dissipation, ZiF workshop, March 28, 2017, Bielefeld, Germany 招待講演 

600) Hal Tasaki, What is thermal equilibrium and How do we get there? An approach from 
macroscopic isolated quantum systems, Spring Korean Physical Society Meeting, Daejeon, 
Korea, April 19, 2017 招待講演 

601) Hal Tasaki, What is thermal equilibrium and How do we get there? An approach from 
macroscopic isolated quantum systems, 14th Granada seminar "Quantum Systems in and out 
of Equilibrium: Fundamentals, dynamics and applications", Granada, Spain, June 24, 2017 招

待講演 
602) Hal Tasaki, The second law of thermodynamics from the view points of Thermodynamics, 

Statistical Mechanics, and Quantum mechanics with some flavor of information theory, 
Beyond IID, July 28, 2017, Singapore 招待講演 

603) Hal Tasaki,  Efficient Heat Engines are Powerless: Universal tradeoff relation between 
current and dissipation, Tosio Kato Centennial Conference, September 4-8, 2017, Tokyo, 招

待講演 
604) 田崎晴明  Haldane 現象をめぐる理論と実験、日本物理学会 2017 年秋季大会シンポ

ジウム『Haldane 現象とその展開』、2017 年 9 月 23 日、岩手、招待講演 
605) Hal Tasaki,  Efficient Heat Engines are Powerless: Universal tradeoff relation between 

current and dissipation, East Asia Joint Seminar on Statistical Physics Oct. 20, 2017, 
Kaohsiung, Taiwan 招待講演 

606) 溝口 知成、L. D. C. Jaubert, 宇田川 将文  古典スピン液体における分数励起間相互作

用の効果、日本物理学会秋期大会、2016 年 9 月 14 日～17 日、石川 
607) 宇田川 将文 、E. J. Bergholtz 第二種 Weyl 半金属における量子異常、日本物理学会秋

期大会、2016 年 9 月 14 日～17 日、石川 

* 
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608) M. Udagawa, Recombination of fractional excitations in frustrated magnets, EPiQS-TMS 

Trans-Pacific Conference, (3-8 Dec. 2016, Moorea, Tahiti) 招待講演 
609) 宇田川 将文 、Recombination of fractional excitations, 第 2 回 TMS 領域研究会、2016 年

12 月 16 日～18 日、宮城 
610) M. Udagawa, Fractional Excitations in Spin Ice, Theory of Correlated Topological Materials, 

(6 Feb. – 3 Mar. 2017, Kashiwa) 招待講演 
611) M. Udagawa, Dynamical properties of fractional excitations in Kitaev spin liquids, APS 

March meeting (13-17 Mar. 2017, New Orleans, USA). 
612) M. Udagawa, Fractional excitations of quantum spin ice in pre-coherency temperature range, 

International conferences on Frustrated Magnetism (10-12 Apr. 2017, Chennai, India) 招待講

演 
613) M. Udagawa, Recombination of Fractional Excitations in Frustrated Magnets, Asia Pacific 

Workshop on Quantum Magnetism (28-30 Aug. 2017, Seoul, Korea) 招待講演. 
614) 溝口知成、Ludovic D. C. Jaubert、宇田川将文  ガウスの法則を用いたスピンアイス型

模型の基底状態相図の導出 、日本物理学会 2017 年秋季大会、2017 年 9 月 21 日～24
日、岩手 

615) 溝口知成、宇田川将文 、遷移金属スピネルにおけるスピン分子励起のトポロジカル描

像、日本物理学会 2017 年秋季大会、2017 年 9 月 21 日～24 日、 岩手 
616) 溝口知成、Ludovic D. C. Jaubert、宇田川将文  パイロクロア格子ハイゼンベルグ模型

におけるスピンのクラスタ化とそのダイナミクス 、日本物理学会 第 73 回年次大会、

2018 年 3 月 22 日～25 日、千葉 
617) T. Mizoguchi, L. D. C. Jaubert, and M. Udagawa, Clustering of topological charges and novel 

classical spin liquid in kagome Ising model, Variety and universality of bulk-edge 
correspondence in topological phases (BEC2018), (5 Jan. – 8 Jan. 2018, Tsukuba)  招待講演 

 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 
 http://www.gakushuin.ac.jp/univ/sci/top/project/senryaku2009/index.html 
 
＜既に実施しているもの＞ 
１） 基礎物性研究センターが主催したシンポジウム 
・2016 年度基礎物性シンポジウム（2017 年 1 月 14 日、学習院大学南 3 号館） 
・戦略プロジェクト中間報告会（2017 年度基礎物性シンポジウムを兼ねる）（2018 年 3 月 9
日、学習院大学南 7 号館） 

２）本プロジェクトメンバーが主催者または共同主催者として開催したシンポジウム・学会等 
・The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (Pacifichem2015), Symp.  

“Recent Development of Advanced Linear and Non-Linear Vibrational Spectroscopy” (Dec. 
15-16, 2015, Hawaii Convention Center, Honolulu, Hawaii, USA)（岩田耕一 ） 

・第 4 回統計物理学懇談会（2016 年 3 月 7-8 日、学習院大学南 7 号館）（田崎晴明 ） 
・第 5 回統計物理学懇談会（2017 年 3 月 6-7 日、慶応大学 日吉 来往舎）（田崎晴明 ） 

* 

* 
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・第 73回有機合成化学協会関東支部シンポジウム（2017年 5月 20日、学習院大学）（秋山

隆彦 、草間博之 ） 
・SCIX-2017, Session “Frontiers of Deep and Far Ultraviolet Spectroscopy” (Oct. 8-13, 2017, 

Reno, Nevada, USA)（齊藤結花 ）  
・TMS-EPiQS 2nd Alliance Workshop: Topological magnets and topological superconductors 

(Jan. 10-14, 2018, Maskawa Hall, Kyoto University)（宇田川将文 ） 
・第 6 回統計物理学懇談会（2018 年 3 月 12～13 日、学習院大学南 7 号館）（田崎晴明 ） 
 
 
＜これから実施する予定のもの＞ 
・有機触媒シンポジウム（2018 年 12 月 2-3 日、学習院大学）（秋山隆彦 ） 
・2018 年度基礎物性シンポジウム（2019 年 1 月に開催予定） 
・戦略プロジェクト最終報告会（2019 年度末に開催予定） 
 

 

 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

 

本戦略プロジェクトが採択された 2015 年度から 2017 年度末までに、プロジェクト参加者及

び参加者研究室の助教が、下記の学会賞等を受賞した。 
1) 持田邦夫 平成 27 年度ケイ素化学協会賞（2015 年 10 月） 
2) 赤荻正樹 2015 年度日本高圧力学会学会賞（2015 年 11 月） 
3) 秋山隆彦 2016 年フンボルト賞（ドイツ・フンボルト協会）（2016 年 3 月） 
4) 秋山隆彦 2016 年アメリカ化学会賞（Arthur C. Cope Scholar Award）（2016 年 8 月） 
5) 高橋利宏 日本物理学会第 22 回論文賞（2017 年 3 月） 
6) 秋山隆彦 2017 年度有機合成化学協会賞（2018 年 2 月） 
7) 衞藤雄二郎（平野研究室元助教、現在産業技術総合研究所）第 12回日本物理学会若手

奨励賞（2018 年 3 月） 
 
また、Nature 誌が 2018 年 3 月に出版した特別企画冊子“Nature Index 2018 Japan”による

と、2012～2017 年に出版された学術論文の質の高さを、大学の規模を考慮して定量的に評

価した結果、本学の自然科学系（物理、化学、数学、生命科学）が、国内の国公私立大学の

中で第一位であった。その中で、本プロジェクトを担っている物理学専攻、化学専攻の教員の

研究にも言及されている。Nature 誌からこのように高い評価を受けたことは特筆に値する。 
 
 企業との連携については、稲熊が機能性材料の研究に関して企業との共同研究を行った。 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 
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＜「選定時」に付された留意事項＞ 
研究テーマ間の連携を密にする工夫をしていただきたい。 

 
＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
研究テーマ１（物質創製）と研究テーマ２（機構解明）の両グループ間の連携を深める目的

で、本プロジェクトに参加する全研究室が合同で「基礎物性シンポジウム」を各年度に開催

し、研究の進捗状況を報告して最新の成果に関する情報交換を行っている。その結果、研究

テーマ間、および研究室間の共同研究が着実に進展している。毎年度開催される自然科学

系大学院生の「M1 シンポジウム」、「D1・D2 シンポジウム」も、本プロジェクトの全教員、助教

が出席して開かれ、研究成果の情報交換だけでなく、研究テーマ間の連携に有効に機能し

ている。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

法人番号 131008

共同研
究機関
負担

事業経費

0

私　学
助　成

装 置

研究費

施 設

施 設

施 設平
成
2
7
年
度

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額 法　人
負　担

平
成
2
9
年
度

0

施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
8
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

装 置

装 置

研究費

設 備

設 備

総

額

総 計

492㎡
2523㎡

0

研究室等数 使用者数整備年度 補助金額

0

0

0

0

39,636 35,413

0 0

0

71,873

0

0

0

112,185

75,049

29,735

0

0

37,512 74,673

42,138

0 0

0

0 0

0 0

0

0

0

68,602

0

0

112,185

38,248 30,354

0

74,673

0

170,175

215,524

327,709

研究施設面積

0 0

120,022 95,502

37,512

157,534

0

0

0

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

0 0

S1511004

補助主体

南4号館
南7号館

（基礎物性センター）

平成22年度

平成21年度

4
11

24
136
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法人番号 131008
プロジェクト番号 S1511004

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

27,879

私学助成

ﾏｲｸﾛｽｺｰﾌﾟ一体型ﾏｲｸﾛﾏﾆﾋﾟｭﾚｰﾀｰ

27年度 C10627-03/C6743-85 1 1400 13,314
85 私学助成

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

27年度 AxisProSS/APSS-304 1

27

（研究設備）

整備年度

研究支援推進経費

37,672

光　熱　水　費

233

教育研究用機器備品

人件費支出

図　　　　書

5,359

25

教育研究経費支出

8,876

733

計
（その他）

報酬・委託料

38通信利用料

旅費交通費
印刷製本費

27年度

紫外光ﾊﾟﾗﾒﾄﾘｯｸ発生器

超高圧ﾌﾟﾚｽ用ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞﾛｯｸ

ｶﾞｽ循環精製装置付きﾊﾟｰｼﾞ式ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ

0
38

（情報処理関係設備）

年　　　度

通信運搬費

金　　額

消　耗　品　費

1
27年度

37,672

DBO-1KH-GUK2

ﾋﾟｺ秒蛍光寿命測定装置

27年度卓上顕微鏡分析ｼｽﾃﾑ

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称

該当なし

型　　番 台　　数 事業経費 補助金額

8,39218336

15,120

1742 12,960 8,640

22,680

5,594

5,4918,237

(111)加圧型FFMS9238 1 4844

TM3030PlusIM4000Plus 1 1200

SureliteEX/HorizonII 1

16,902 11,152
27年度

核磁気共鳴装置 27年度 AVANCEIIIHD400 1 8240 29,700 19,800

学会参加出張費、試料採集出張費
論文校閲、研究機器取扱講習　他

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

試薬、実験器具　他

支　出　額

用品、雑品、消耗図書費

文献複写取り寄せ、コピー料　他

小  科  目
主　な　使　途

資料・機器類送料

旅費交通費
733

233
25

印刷費・コピー代

報酬謝礼、委託費

951

27,879

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

研究用機器備品

学内２人、学外１人　

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 655
951

計

1,606計

リサーチ・アシスタント

1,504 1,504

実験補助、資料整理

実人数　5人

27,879

研究用機器備品 27,879

私学助成

私学助成
私学助成

私学助成
私学助成

積　　算　　内　　訳

1,504

補助主体

論文投稿、機器保守点検　他

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給900円，910円，950円，年間時間数1528.5時間1,504

44,060

計

44,060

（兼務職員）

論文投稿費、物品修理費 5,359

1,606

学内１人、学外１人　
学内1人　655
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法人番号 131008
プロジェクト番号 S1511004

  平成 年度

  平成 年度

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 41,568 用品、雑品、消耗図書費 41,568 試薬、実験器具　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 46 通信利用料 46 資料・機器類送料

印刷製本費 336 印刷費・コピー代 336 文献複写取り寄せ、コピー料　他

旅費交通費 665 旅費交通費 1,075 学会参加出張費、試料採集出張費

報酬・委託料 235 報酬謝礼、委託費 235 論文校閲、研究機器取扱講習　他

（　その他　） 4,201 論文投稿費、物品修理費 3,791 論文投稿、機器修理　他

計 47,051 47,051

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,052 実験補助、資料整理 1,052 時給　910円，950円，年間時間数1088時間
（兼務職員） 実人数　５人

教育研究経費支出
計 1,052 1,052

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 22,078 研究用機器備品 22,078 研究用機器備品

図　　　　書
計 22,078 22,078

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,692 1,692 学内４人
ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 1,692 1,692 学内４人

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 39,184 用品、雑品、消耗図書費 39,184 試薬、実験器具　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 29 通信利用料 29 資料・機器類送料

印刷製本費 293 印刷費・コピー代 293 文献複写取り寄せ、コピー料　他

旅費交通費 1 旅費交通費 1 研究打合せに伴う旅費

報酬・委託料 1,452 報酬謝礼、委託費 1,452 論文校閲、研究機器取扱講習　他

（　　その他　　） 5,100 論文投稿費、物品修理費 5,100 論文投稿、機器修理　他

計 46,059 46,059

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 567 実験補助、資料整理 567 時給　950円，960円　年間時間数562時間
（兼務職員） 実人数　3人

教育研究経費支出
計 567 567

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 20,372 研究用機器備品 20,372 研究用機器備品

図　　　　書
計 20,372 20,372

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,604 1,604 学内４人
ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 1,604 1,604 学内４人








	S1511004 研究進捗状況報告書（効率的）
	様式1 研究進捗状況報告書(0601修正 提出版)
	様式1 研究進捗状況報告書（項目16～18）(提出版)　財務課修正
	データ様式


	別紙1,2

